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色
あ
せ
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
惣

橋
爪
大
三
郎
(
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
)
一
九
四
八
年
鍬
れ
市
生
ま

れ
。
東
京
工
業
大
学
助
教
段
。
七
七
年
東
京
大
学
大
学
院
博
士
深
川
悦
修
了
。

〈言
語
〉
派
社
会
学
の
樹
立
を
め
ざ
す
一
方
、
日
本
の
知
的
一言
論
を
め
ぐ
っ
て

前
傾
的
に
発
言
し
て
い
る
。

|
|
八

0
年
代
は
じ
め
ご
ろ
か
ら
日
本
で
は
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
と
い
う
言
誌
が
流
行
し
、
気
鋭
の
新
手
研
究
者
が

H

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
思
惣
・家
H

と
呼
ば
れ
た
り
し
た
。
そ
も
そ
も
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
思
加
と
は
な
ん
な
の
で
し
ょ
う
。

橋
爪
一
般
的
に
は
、
建
築
の
分
野
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
時
朋
か
ら
ト
ン
ガ
リ
田
町
出
と
か
ア

ー
チ
却
と
か
、
大
国
石
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
奇
妙
な
か
つ
こ
う
の
辿
物
が
た
く
さ
ん
山
て
き
て
、
機
能
性
、
合
即
性
を

。

一
目
し
て
出
求
し
て
い
た
近
代
建
築
と
は
随
分
巡
っ
た
印
象
を
与
え
た
。
そ
こ
に
は
一

一百
で
い
え
ば
、
そ
ん
な
に
ま
じ

め
に
一
途
に
川
か
を
求
め
な
く
て
も
、
而
白
け
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
先
怨
が
あ
っ
た
。
同
じ
こ
ろ

現
代
思
想
に
も
似
た
よ
う
な
考
え
方
が
出
始
め
て
い
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
か
実
存
主
義
が
、
あ
る
べ
き
社
会
の
モ
デ

2 変化する11会を読む

ル
と
か
人
間
の
存
在
即
巾
と
か
を
ま
じ
め
一
本
や
り
に
追
究
し
て
い
た
の
に
対
し
、
そ
れ
は
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

山
か
な
現
在
の
社
会
に
生
き
る
我
々
の
感
覚
に
ぴ
っ
た
り
し
た
発
組
で
、
自
由
に
も
の
を
考
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
、
と

言
い
出
し
た
。
そ
れ
が
ポ
ス
ト
モ

γ
ン
の
思
惣
だ
っ
た
と
岡
山
・
つ
ん
で
す
。

西
欧
が
到
達
し
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
|
|
基
本
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
や
っ
た
思
却
を
土
台
に
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
す

，、A
O

日
本
の
そ
れ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
関
係
ヵ
橋
爪
フ
ラ
ン
ス
の
現
代
思
也
、
つ
ま
り
ポ
ス
ト
構
造
主
義
を
わ
か
り
や
す
く

し
ゃ
べ
っ
た
の
が
日
本
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
考
え
て
い
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
今
の
資
本
主
義
で
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
考
え
を
前
提
に
し
て
い
た
。
か
つ
て
の
言
論
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
米
航
が
あ
っ
た

戦
後
の
進
歩
的
知
識
人
だ
っ
た
が
、
そ
れ
と
は
全
く
迫
っ
た
若
い
研
究
者
や
評
論
家
が
旧
い
手
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
些
か
な
消
印
社
会
で
育
っ
て
き
た
若
い
人
の
感
覚
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
:
:
:
。

「
『
明
る
い
盟
か
な
未
来
』
を
築
く
た
め
に
ひ
た
す
ら
『
真
理
探
求
の
道
』
に
励
ん
で
み
た
り
、
企
業
社
会
の
モ

ラ
ル
に
問
己
を
同
一
化
さ
せ
て
『
軒
励
努
力
』
し
て
み
た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
『
革
命
の
大
・込
』
と
や
ら
に
目
覚

め
て
『
古
川
円
な
る
大
衆
』
を
傾
導
せ
ん
と
し
て
み
た
り
す
る
よ
り
は
、
シ
ラ
ケ
ル
こ
と
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
既
成

の
文
脈
一
切
か
ら
身
を
引
き
離
し
、
一
度
す
べ
て
を
相
対
化
し
て
み
る
方
が
ず
っ
と
い
い
」

こ
れ
は
一
九
八
三
年
に
出
版
さ
れ
た
浅

mvwの
『
情
造
と
力
』

(
勤
草
書
房
)
の
一
節
。
浅
川
を
は
じ
め
小
沢

新
て
栗
本
慎
一
郎
な
ど
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
旗
手
と
さ
れ
、
難
し
め
の
翻
訳
刊
を
手
に
と
る
お
し
ゃ
れ
な
刊
行
者

が
街
に
あ
ふ
れ
た
。
「
欲
望
」
「
戯
れ
」
「
器
具
」
の
強
調
が
日
本
的
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
特
徴
で
も
あ
っ
た
。

ー
l
外
国
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
日
本
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
の
聞
に
迷
い
は
あ
る
の
で
す
か
。

108 
109 

橋
爪
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
は
自
分
た
ち
が
一
軒
進
ん
で
い
て
、
立
派
で
、
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
と
い
う
日
ι
い
が

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
十
由
紀
に
な
っ
て
自
己
偵
疑
み
た
い
な
も
の
が
山
て
き
た
。
要
す
る
に
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
と
い
う
の
は
非
常
に
ま
と
も
な
形
で
表
れ
た
到
代
思
想
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
の
一
括
新
し
い
努
力
な

ん
だ
ろ
う
と
思
う
。

|
|
日
本
の
場
合
、
翻
訳
の
努
力
く
ら
い
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
自
己
懐
疑
す
る
よ
う
な
必
然
性
は
あ
っ
た
か

と
う
か
:
・
。

橋
爪
こ
れ
は
よ
く
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
日
本
と
い
う
の
は
「
プ
レ
モ
ダ
ン
」
と
「
モ
ダ
ン
」
と
「
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン
」
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ん
で
す
。
あ
る
と
こ
ろ
で
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
全
く
感
染
し
て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
が
平
然
と

通
則
し
て
い
る
。
例
え
ば
温
泉
に
つ
か
っ
て
出
取
を
歌
う
人
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
日
民
党
の
選

第
の
や
り
方
と
か
に
は
版
芸
ゃ
、
長
い
も
の
に
は
巻
か
れ
ろ
と
い
っ
た
、
日
本
以
外
で
は
迎
用
し
な
い
よ
う
な
的
判
が

た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
は
別
に
、
山
界
中
ど
こ
へ
山
し
で
も
恥
ず
か
し
く
な
い
自
動
車
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
も
つ
く
れ
る
。
ス
ー
ツ
を
若
て
る
し
、
議
会
も
民
主
主
義
も
何
で
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
は
立
派
な
モ
ダ
ニ
ズ

ム
で
す
ね
。
な
お
か
っ
、
そ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
行
き
詰
ま
っ
た
と
い
う
前
院
で
、
こ
れ
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
と
い
う

知
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
み
た
い
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
を
や
っ
て
い
る
。

|
|
西
欧
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
言
い
出
す
ま
で
の
過
程
と
、
日
本
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
を
受
容
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と

は
、
質
的
に
全
く
迎
う
。

橋
爪
ほ
と
ん
ど
凶
係
な
い
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
今
で
こ
そ
山
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
日
本
の
口
動
車
、
た
っ
て
、
故

初
は
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
生
産
だ
っ
た
。
つ
ま
り
部
品
は
全
部
外
閃
か
ら
輸
入
し
て
組
み
立
て
て
、
完
成
白
川
に
し
て
、
日
本

2 変化する社会を読む

圏
内
で
走
ら
せ
て
喜
ん
で
い
た
。
次
に
や
っ
と
パ
テ
ン
ト
生
産
を
始
め
た
。
外
国
か
ら
特
許
を
買
っ
て
き
て
、
パ
ー
ツ

だ
け
日
本
で
前
述
し
て
こ
し
ら
え
た
。
で
も
肝
心
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
依
然
外
国
に
あ
る
。
そ
の
次
に
い
よ
い
よ
日
本
独
自

の
も
の
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
工
業
は
そ
れ
で
よ
か
っ
た
が
、
知
の
生
産
は
大
変
だ
。
自
動
車
は
約
一
世
紀
前
に
発
明
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
知
識
の
伝
統
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
。
今
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
は
、
早
い
話
が
、
部
品
を
ロ
っ

て
き
て
組
み
立
て
て
い
る
ノ
ッ
ク
，
タ
ウ
ン
み
た
い
な
も
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
・つ
ん
で
す
。

|
|
自
い
っ
ぱ
い
背
の
び
し
な
い
と
追
い
つ
け
な
い
。

橋
爪
筒
井
版
院
の
『
文
学
部
唯
野
教
授
』
の
世
界
で
す
よ
。
あ
の
小
説
で
時
野
教
授
は
文
芸
批
評
と
か
現
代
思
恕

に
非
常
に
詳
し
い
ん
で
す
け
ど
、
彼
が
自
分
で
考
え
た
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な
く
て
、
み
ん
な
う
わ
さ
話
な
ん
で
す
ね
。

プ
レ
モ
ダ
ン
と
モ
ダ
ン
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
が
あ
る
日
本
に
い
る
か
ら
に
は
、
そ
の
ど
れ
か
一
つ
に
飛
び
つ
く
と
い
う
の

.で
は
な
く
、
そ
の
山
を
往
復
迎
到
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
・
つ
ん
で
す
。

日
本
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ジ
の
思
想
は
、
現
在
の
盟
か
な
消
印
社
会
の
現
実
を
解
説
す
る
の
に
は
、
き
わ
め
て
明
快

で
し
か
も
新
鮮
な
図
式
を
与
え
て
く
れ
た
。
例
え
ば
、
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
求
め
、
次
々
と
「
泣
い
」
を
見

つ
け
出
す
行
動
様
式
を
「
自
己
差
異
化
」
と
い
う
言
挺
で
説
明
し
た
り
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
が
始
ま
り
、
泣
か

な
社
会
の
足
元
が
揺
れ
始
め
る
と
、
こ
う
し
た
引
突
の
而
白
い

H

タ
ネ
明
か
し
H

を
す
る
思
想
へ
の
満
ち
足
り
な

い
気
持
ち
が
募
っ
て
く
る
。

，〆
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くいもののことなわけです。つまり、桃迭という

のは甲殻類の殻みたいなもので、中身が動けるよ

うに枠組みをかためているのだけれども、時とし

て中身と矛盾してくるから、そうL、うときにはいっ

たん殻を脱ぎ姶てて、新しい殻をつくらなければ

ならない。これが構造調整で、日米構造協議やウ

ルグアイ・ラウンドなどはそういった構造調整の

一環です。ですから、システムの主要な問題は、

構造調笠である。構造としては多国問調整と、一

国の中での調整が考えられます。日本の中でいえ

ば、古い構造、例えlまが也制度が変わらなかった

ために、地価とL、う変数だけが異常に上昇してし

まった。それがシステムに与える歪みを、政治家

なり学者なりジャーナリズムなりが考えてL、かな

ければならないのです。

構造調書きとは、外存停術のように痛みや出血をと

もなうから、気分としてはurrくなるのですが、 20
1回。淫済は傾向的に拡大を続けているわけです。

主応た=先が切るい、という必7体だとすれば、その

明るさを保附するための椛込羽整が進みつつある

現在だって+づj明るいというのが私の考え方です。

| …時一の拡大 | 
経済システムのt~先的な拡大を何が支えているの

か。これは言ってしまえば、 「今までと迷うとと

を人間がやりたいと思うJからなのです。
今までと同じことを干ー年一日のごとくやっていた

のでは伝統社会になり、何も変化しない。ですか

ら近代社会、特に20世紀の社会は、 「今までと追

うことを自分達がやりはじめ」てよいというとと

が社会に組み込まれているわけです。 その新し

さのよってきたる源を突き詰めて言いますと、や

はりアイディアということになる。そしてこのア

イディアの核になる部分は、新しい科学111:布、す
なわち自然科学上の新発見なのです。

自 !'!Hヰ学上の発見が笑用化のf~皆に入ると、それ

までの方法に比べてコストがかからなくなり、産

業の潜在力がぐんと上向く。価格の低下に見合っ

て需要もmえ、 GNPが上昇する。簡単に言って、
経済を押し上げるように働くわけです。

普通の製品だったら平均利率しか儲らない。自由

競争があるとして、そのときの長期金利が5%か

3%としたら、利益はそれをすとし出るくらいし

か得られない。銀行の借入金があれば、利息を払っ

ものです。これはまさにシステムの考え方です。

以後、世界は、乙のシステムという村租みから一

歩も外に出ていない。そして現在も、この考え方

で進んでいるわけです。システムは、変数の関係

に注目した言い方ですから、変数の関係に力点を

置く場合には構造と言っても同じことだけれど、

構造は第一次大戦後からあまり変化していない。

ただし、このシステムをコントロールする手段の

ほうは、コンピュータの発明により非常な速度で

発逮してきました。現在は、湾岸戦争などを見て

もわかるように、多訴にものを動かし、コントロ

ールする場面では、アメリカも臼本もすでに相当

な技術を持っている。先進国はすべて同じ構造に

立脚しているわけですから、他の国々にしても同

穏な技術を持っているわけです。しかもそれは年々

強化されている。

とういったシステムにとって不都合な製業はなに

かというと、それは、予JVlせざる突発的なmi!i凶2
象です。これは危槻管理の問題になるのですが、

寸寸危機に対応しようとすると能率が下がります。

例えば1000年に一度しか降らない大宮に対応する

ために、いちいち融雪設備に多額の投資はできな

い。しかし、システムである以上、ある程度の危

機管理はできなければならない。原発や飛行機の

ように、システムがl泊康したときに軍大な:IJ!;ifが

生じるものは、フェイルセーフの思怨でもって、

万ーにそなえて、三重、四虫のコントロール子段

をそなえています。

| ーと慌の調整 | 
なぜ社会をシステムとしてコントロールする乙と

が可能なのか。それは変数の因果関係を辿ること

ができるからですが、それで予測が可能になるこ

とに人々が時心を払うようになったことが大きい。

システムをコントロールする乙とが可能になった

としても、まだいくつか問題が起こる。ひとつは、

システム聞の調鐙(各国調盤)という問題です。

システム相Eのバランスが崩れると、原油価格や

為替などが予想外の211きをしてしまう。それがひ

いては桃造的な部改、例えばドルの固定為替制な

どの破綻につながってしまうわけです。

E惣としては、システムとL巧考え方を採用する

札上、椛造が弓習に変化していることが望ましい。

しかし逆説的なととに、椛造は定義上、変化しに

21世紀プロダクツへのヴィジョン
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する。資本主義国においてもそれに対応する動き

が現われてきた。それが、 (3)ニューディール政策

とか、ケインジアンの考え方ですね。国家が需要

管理というかたちで積極的に社会に関わってゆき、

福祉政策、財政政策などを行なっていこうという

もの。

この三つのプランが鼎立したのが20世紀です。そ

してEいに激突していったわけです。まずファシ

ズムが崩瞳する。これは三つのプランのうち最も

拙長的、侵略的だったからです。つぎに残りの二

つが争う形で、冷戦日多代が始まりました。そして

とうとう、共産主義体制が脳級しました。こうし

たプロセスを経ていま、残ったのが資本主義とい

うことになるわけです。

l M ムーえ方 | 
ところで、三つのプランに共通しているのは「シ

ステムJという考え方です。混乱や1!!tAJJ'f、アナ
ーキーに対し、秩序を対世しようとした。ただし

ここでいう秩序とは、伝統的なものではなく、革

新的なもの。社会をどんどん新しく作りかえなが

ら、なおそこにそなわる秩序です。こういったも

のを「システム」と呼んだわけです。

システムというのは簡単にいうと、'多くの雪定数

が集まったもの'とL、う意味です。これは因束論

の一種なのですが、単線的な因*鳴ではなく、た

くさんの変数の相互関述のかたちをとる。例えば、

人口、経済成長率、利率、民撲の生産高、失業率、

5田官率、死亡率-…・・なんでもいいのですが、じ

つに格々な数値が考えられる。これらの数値はパ

ラパラに存在するのではなく、それぞれが社会と

L、うまとまりのある断面を写し取っているわけで

す。それをトータルに考察し、その関係を考えて

L、く。そして、それらは全体としてコントロール

可能であると考えるんですね。ケインス耳慨はま

さにそうです。 GNPという集計量を考え、 GN

Pの上下を景気、不景気のバロメーターと考える。

そして、それに基づいて問題解決を図る、という

東京工業大学工特5助教授

19世紀の資本主義、いわゆる古典資本主義は、非

常に隆々と成長してきたと考えられているようで

すが、実は当時のイギリスの年成長率は2%ー3

%という安定成長だった。品忠告変化もゆるやかで、

景気の波もあまり目立たなかった。そもそも経済

成長という考え方すらあまりなかったのです。そ

の当時も社会はそれなりにどんどん変化していた

のでしょうが、今考えられるような7%ー10%の

成長なんてありえなかった。

経済成長の加速が始まったのは、 19世組末から20

世紀のはじめにかけてです。石炭から石油に主要

なエネルギー源がシフトしたり、科学出荷カt産業

と一体になって念濯に進歩をとげたり、とL、う変

化が起こった。イギリス、フランス、 ドイツなど

の先進国では、理話勧理学や化学の成果が、例え

ば、包化、蓄電池、内燃機関、自動車、飛行槻の

実用化につながり、新規設備投資による産業の急

成長というパターンが現われてくる。そして、そ

れに平行して景気の伽t顕著になった。資本主義

国の対立も激しくなり、 20世紀が始まったわけで

す。

このように20世記3房長は、社会が濁屯としたまま

暴走しはじめたわけですが、ちょうどロデオの荒

馬のように、そhをコントロールする手段がなかっ

た。恐慌や戦争に銭り固され、誰も社会全体の乙

とがよく分らないという状態です。

そういった状況から、社会全体についてあるパー

スペクティフ.を持ち、それを秩序づけなければな

らないという強い志向が生まれてくる。乙の志向

はいくつか挙げられますが、まず(1)ファシズムが

生まれる。国家権力を使い社会をコントロールし

ていこうとするものです。もうひとつは(勾共産主

義とL巧形で一一これは国家社会主義といえばそ

ういえないこともないわけですが一一マルクス・

レーニン主義、スターリン主義という形の国家体

制を作り上げ、労働者たちの新秩序をつくろうと

資本主義システムの展望

20世紀社会はどのような時代だったか

c~~a =，teT・ 0":'vlmor:~s O!:= 1'"Hia 21 st CEr.iTU~γp宍Ov~iCTS
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生まれれば、まだ消費はf市びていくはずだと思い

ます。

人口が減少する乙とは、省力化投資の面でもチャ

ンスです。省力化投資を合理的に行ない得るため

の条件としては、人件費が高いこと、あるいは失

業率がゼロであることです。省力化ロボットのコ

ストは下がる一方で、人件費は上がる一方ですか

ら、いつかクロスするわけです。クロスしたあと

生き残るのは、省力化投資をした企業なのです。

そして国際的に見て、もっとも早くそのチャンス

に恵まれるのは、高度な工業国であり、人口が急

速に減少し老向告化社会を迎え、しかもある程度の

蓄積がある園、つまり日本です。ですから、労働

力が足りなL功、らといって低賃金の外国人労働者

を雇用し、賃金の上昇を押さえるといったζとは、

決してプラスにならない。

外国人が車出チャンスがないということであれば、

現地にビジネスを展開すべきだ。日本が海外投資

や市，ltls日主主を怒り、その結束たとえば中国が人材

輸出を始めて、日本がそういった人材目当てに労

働集約担の工場を国内にたくさんつくるというと

とになれば、それは段:mです。

こういったn~mも、現状のシステムの考え方の中

で十分に対応できるはずなのですが、問題はシス

テムの柔秋性にある。たとえば、本*は労働人口

の話回M笠がもっとおくなければならないのです。

年以tfr~列、終身JftIJIJ制のようなものは困る。官庁、

大学、ビジネス界、政界、ジャーナリズムなどで

は、相Eに人的交流があってしかるべきなのに非

常に少ない。企業に関して言えば、職能が会社内

で評価されているだけで、 E換性がないですね。

そういった問題はすべて、構造調笠ためのな思決

定の場である、政治と国会の機能が弱体であるこ

とに起因しています。椛造調整と日常的に取り組

んでL、かなければならないことを忘れているんで

すね。構造に対してフリーライダーなのです。こ

れらの点を解決してL、かなければ、先ほど申し上

げたような日本の潜在的可能性を活かすとともで

きません。

最後に指摘しておけば、システムの考え方や椛造

調挫の問題は、モダニストたちが延々と言い続け

てきたことであって、80年代以降になって急に現

われたポストモダンの人たちとはなんの関係もな

L立とです。 (1992.4，14 談)

減らすのがむずかしいからです。人口が培えるこ

とは一見よさそうに見えますけれど、唱えれば犠々

な問題が起こります。貧困の問題もそうでしょう。

産淵士会としてはあと戻りです。しかし、そうL、っ

た人口問題にしても、システムをうまく機能させ

れば充分に解決できる可能性がある。

l 超一……ング | 
地球上にいるかぎり、環境という変数はコントロ

ールしにくい。ですから、地上でシステムを動か

すかぎりは環境の』艮を考えなければならない。

環境と並ぶもう一つの前提には、過去人聞が倍っ

てきた道徳や倫理感があります。これを放棄する

ととは非常に殺しい。当面はそういった前提の上

で、変数を調鐙してL、かなければならない。

私の考えでは、そうした調~困難な変数のなかで

も、一番調鐙しやすい変数は人口です。科'"!f-扶簡

は確かにひとつ突破口になるけれども、さきほど

言いましたように、これは長期的な効果があるの

であって、滋b薬にはならない。科学払桁は、と

りあえずは資源の変換効率の問題ですから、あく

まで長期的な展望を与えるにすぎない。そうした

いわゆる越支術社会へソフトランディングするた

めには、そこに至る山総がなめらかになるように、

様々な変数を調盤していかなければならない。そ

のための現実的な提案として、人口の潟鋭が挙げ

られるのではなL、かと思うのです。

GNPという変数を発明した結果、人口の地加に

大きな意味がつけ加わったのは事実です。国民経

済の枠内で発想すれば、人口が減ればマーケット

が縮小してL、く。これまでの産業はスケール ・メ

リットのあるものが多かった。重厚長大の時代で

した。売上高が多ければ多いほど、単価が劇的に

下がって利潤が生まれる。結果、ガリバー型企業

が生まれる。日本のVTRや自動車がいい例です

ね。だから、人口を減少させようなどと言うと、

→な人でぎりぎり成立する産業が数千万人ではう

まくいくわけがないと、アレルギ一反応を起こす

人達も多いのです。でも、おそらくそうではない

のです。国際的に企業が展開していれば、囲内と

国外のマーケットをそれほど分ける必要はないわ

けですから、人口が何千万に減ろうとそれほど変

わりはない。しかも、現斌のネックはむしろ土地

問題ですから、消費財を附入できる空間的余裕が

す.です治、ら、普通の設備投資と返って、システ

ムの考えに恩l臨みにくい。どちらかと言えば様造

部分に関わる問題なのです。それで企業は、研究

開発投資をどの水準にしたらよいかわからないの

で、同業他社を見て横並びの額に決めたりする。

非常に日本的な解決策ですね。

憤陸えやすいけれども、よく行なわれるモデルチェ

ンジなどは、マンネリズムであって構造調整て・は

ないのです。一巡した消鈴をもうし 2年の間持

続させるための小細江にすぎないので、そう何度

も使える手ではないのです。

| 環境…生変数 | 
長期的な展望で見る限り、科学技術の発展はまち

がいなく資本主義の唯一の突破口です。

たしかに、人間は急には変化しません。食べる量

がいきなり 21音になったりしなL、しかし、 「と

うL、うものがあればいいなあ」と考える人間のア

イディアはつねに湧いてくる。それがある限り、

科学J封街を突破口に経済は、成長し得る。

もっとも、どんなアイディアも、それが商品のか

たちにならなければ、その商品に対する欲望は生

まれません。この「欲望」という言いかたも実は

正確ではなくて、それは決して個人心理のことで

はありません。ある商品がシステム中で他の変数

との関係で合理的に実在できるかという、変数と

変数との関係のととを言っているのです。

格造調笠が必要だという言L、かたもそうなのです

が、システムという考え方には前提があります。

そこには究極的外生変数とも言うべき、構造調皇室

が不可能な部分があるのです。一方的にその変数

の影響を受けるだけで、その変数をこちら側から

動かすことができない。それは、簡単に言うと、

環境のことですね。環境はシステムの外生変数で

ある。例えば石炭の埋蔵量や森林資源。資源とい

うのは、環境を利用可能なものとみなす喝合の言

い方ですが、その資源は郁艮である。資源が少な

くなれば当然価裕が上がってLベ。価格が上がれ

ば利潤が減ったり、 GNPがmちこんだり、笠ま
しくない状態=不景気になってL、くでしょう。シ

ステムは、そうした外生変数を所与として動いて

いかなければならないのです。それからまた、社

会的な変数のなかでも、人口をそうした外生変数

にかぞえるととができるかもしれなL、人為的に

たらほとんど残らない。そういう企業ばかりのと

ころへ新樹伽t登場すると、大きなどジネスチャ

ンスが生まれる。

新しいアイディアは、個々の企業に構造変動を促

します。あとはそれ(新t括的のフォローであっ

て、システムで言えば、変数が徐々に成長してい

くプロセスになる。経営者はそのパラ〆スをとる

わけです。構造変動はコストがかかりますから、

そればかり追い求めていくと経営のバランスシー

トが崩れてしまう。かと言って、経常的なことば

かりやっているとガリバー型住業にはなるかもし

れないけれど、(夜明けると製品カ旬寺代涯れでさっ

ぱり売れなくなってしまう可能性が強い。現在、

バブルの逆風の影響があるとは言え、それでも傾

向として、企業が研究開発部門などすぐにはリタ

ーンが得られない部門に出資を確実に楢やしてい

るのは健全なととです。

| 科糊…一 | 
科告摘のもたらすキ1溢はどこから得られるのか。

な倒防閣発投資を行なうと糊靭鳴られるのか。

これは簡単に言えば、未来から得られるのです。

利潤の原因にはいろいろな学説がありますが、銀

行から長期金利で借入れをしている場合は、経営

者自身の労働に対する対価拐リとして、紙営者他

業)は儲らないというのはマルクスが証明した定

理です。均制犬勝二号いて、利脱出なのです。

そのほかに、リカルドの定理、差額地代説もあり

ます。労働価値説の立場から地代の成立を説明す

るためにリカルドが考えたアイディアですが、乙

れをi話傍革新に応用すると、現在の技術である製

品をつくっても、均衡に逮しているから利潤はあ

がらない。それに対しである新機軸を使って同じ

製品をつくった場合、原材料から製品への変換が

効率的になるので、その差額分の利潤があがる。

自分だけが特別な生産関数を持っているととにな

るわけですね。企業は先行者の利得を得たいとい

う動機から研究開発投資を行なうのです。あまり

にも長期にわたる研究や、あまりにも大規械な基

樹冴究は公共的な偲匝が強くなりますから、公共

団体や国がやるわけです。

研究開発投資は問題を苧んでいます。研究開発投

資額に対してそのリターンの額が弓郊を定なのです。

つまり、巨額の投資が丸損になることもあるので
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動
し
て
い
く
。

別
稲
の
現
実
は
別
稲
の
附
犯
で

す
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
行
励
が

変
化
し
て
く
る
。
例
え
ば
豚
が
不

浄
だ
と
な
れ
ば
、
豚
を
食
べ
な
い
。

こ
の
世
の
終
わ
り
が
あ
っ
て
、
そ

こ
で
裁
判
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
日

常
生
活
の
過
ご
し
方
も
変
わ
っ
て

く
る
。
神
が
あ
る
と
な
れ
ば
、
当

然
祈
り
と
い
う
も
の
も
あ
る
で
し

ら
宗
教
は
続
く
わ
げ
で
す
。
再
生

産
さ
れ
て
い
く
方
法
を
別
解
し
て

い
く
。
あ
る
人
が
仮
初
に
考
え
た

現
実
感
党
そ
人
々
が
次
々
と
再
生

産
し
て
い
く
の
が
宗
教
組
制
で
、

そ
の
再
生
産
す
る
方
法
と
い
う
の

が
戦
略
に
な
る
。

そ
の
問
略
に
お
い
て
一
務
尻
裂

な
の
が
話
撲
を
使
う
こ
と
。
ど
の

教
団
も
必
ず
言
葉
と
い
う
も
の
を

使
う
。
人
々
が
ど
う
い
う
現
突
を

理
昨
し
て
い
る
か
、
信
じ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
あ
え
ず

は
言
葉
に
よ
る
し
か
な
い
。
紳
と

か
仏
と
か
真
理
と
か
光
と
か
、
名

前
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
も
言
葉
。
そ
れ
を
組
み
合
わ

と
い
う
こ
と
は
言
撲
の
中
に
し
か

な
い
。
言
葉
で
語
り
え
ぬ
も
の
が

あ
る
と
冨
っ
て
い
る
の
は
行
以
な

の
で
す
。
言
禁
を
使
わ
な
か
っ
た

ら
、
言
葉
で
語
り
え
ぬ
も
の
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
そ
考
え
る
こ
と

さ
え
で
き
な
い
。

言
葉
を
超
え
た
も
の
が
あ
る
と

い
う
と
、
我
々
の
現
実
の
外
側
に
、

何
か
見
た
こ
と
も
な
い
双
川
ら
し

い
世
界
が
あ
る
と
思
い
込
ん
だ
り

す
る
け
れ
ど
、
実
は
そ
の
判
列
は

宮
挺
が
語
ら
れ
て
い
る
世
界
と
同

時
に
し
か
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は

間
白
い
桝
造
で
す
。

し
か
し
、
や
は
り
宮
球
だ
り
で

は
駄
目
な
の
で
す
。
自
分
の
会
仔

在
を
投
げ
入
れ
よ
う
と
い
弓
動
機

/デデ之イーの

、.
' 

現
実
が
選
び
と
れ
る
と
き

-
初
め
て
宗
教
ら
意
識

主
〈
現
実
の
黙
り

物
一
宗
教
と
い
う
の
は
我
々
の
現
実

刑
一
に
関
わ
る
川
聞
で
、
現
突
を
ど
う

利
一
定
設
す
る
か
と
い
う
問
問
で
す
。

粧
一
我
々
は
税
で
も
現
実
存
お
っ
て
い

(
一
る
。
自
分
が
ど
う
い
う
世
界
に
生

一
ま
れ
た
の
か
、
ど
う
い
う
世
界
に

一
生
き
て
い
る
の
か
、
ど
う
い
う
世

一
界
に
死
ん
で
い
く
の
か
。
こ
う
い

一
っ
た
自
分
の
全
作
在
を
含
む
世
界

一
の
イ
メ
!
?
を
現
実
と
呼
び
ま

一
す
。
我
々
は
こ
の
現
実
感
犯
が
純

一
け
れ
ば
、
日
々
の
生
活
を
送
れ
な

乏
一
い
の
で
す
。

常
一
と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
と

一
い
う
の
は
、
社
会
が
祖
雑
に
な
っ

l
一
た
結
梨
、
現
央
が
何
稲
知
も
提
案

三
一
さ
れ
、
選
び
と
れ
る
よ
う
に
な
っ

l
一
て
怒
識
さ
れ
る
。
あ
る
人
た
ち
は
、

一
仰
が
い
る
と
古
い
、
あ
る
人
は
い

ド
一
な
い
と
言
う
。
あ
る
人
は
死
後
の

三
一
世
界
が
あ
る
と
宮
い
、
あ
る
人
は

一
無
い
と
言
う
。

コ
一
こ
の
よ
う
に
現
実
が
選
び
と
れ

E
一
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
初
め
て

一
そ
れ
は
宗
教
に
な
る
。
個
々
人
の

一
間
断
が
入
っ
て
く
る
。
一
つ
し
か

一
叩
附
け
れ
ば
選
び
と
る
こ
と
は
な

一
い
。
選
び
と
る
と
き
、
一
蒋
現
実

一
ら
し
い
も
の
を
、
納
得
で
き
る
も

一
の
を
選
ぶ
と
臥
う
。
だ
か
ら
そ
の

一
迫
力
と
か
、
も
っ
と
も
ら
し
さ
、

一
つ
ま
り
こ
れ
が
正
し
い
と
い
う
感

日
一
党
が
大
切
に
な
る
。

宮
一
す
る
と
、
慨
が
そ
の
現
実
を
主

月
一
張
し
て
い
る
か
と
い
う
の
が
重
要

川
崎
一
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
一
重
初

…
一
一
に
世
在
こ
う
な
っ
て
い
る
と
、

ω一
新
し
い
現
実
ぞ
述
べ
た
て
た
人
が

年
一
い
て
、
そ
の
人
の
周
り
に
み
ん
な

は
一
が
あ
つ
ま
る
。
こ
う
な
れ
ば
こ
の

円
一
人
は
教
祖
で
あ
り
、
そ
の
現
実
を

;
・
共
有
す
る
人
の
抑
制
団
が
宗
教
教
団

と
呼
べ
ば
よ
い
。
他
の
人
た
ち
が

信
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
あ
る
種

の
現
実
を
共
有
し
て
、
信
じ
、
速

(
橋
爪
氏
の
回
る
「
現
き
は
、

人
に
よ
っ
て
は
「
コ
ス
モ
ロ
ヲ
l
」

宗
教
教
団
に
は
そ
の
宗
教
特
有
の
用
聞
が
多
く
、

言
問
体
系
も
特
有
の
も
の
を
持
つ
こ
と
が
多
い
た

め
、
特
定
の
教
団
の
研
究
で
は
、
そ
の
教
団
で
用
い

ら
れ
る
用
穏
を
多
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、

宗
教
を
分
析
す
る
際
に
、
そ
の
宗
教
で
用
い
ら
れ
て

い
る
特
別
な
用
踏
を
用
い
ず
に
、
宗
教
以
外
の
社
会

的
な
も
の
ご
と
を
記
述
す
る
ご
く
筒
通
の
宮
禁
を
組

み
合
わ
せ
て
い
く
だ
げ
で
も
、
充
分
記
述
し
て
い
け

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
っ
た
視
点
で
社
会
営
者

.
橋
爪
大
三
郎
氏
の
宗
教
研
究
は
始
ま
っ
た
。

(
聞
き
手
・
構
成
H
豆
尽
本
社
・
薄
井
君
穴
)

大三郎

東京工業大学助教授

橋爪

災
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
究
極
こ
れ
を
一
つ
の
別
動
と
し
て
紡
担
〉
の
言
説
だ
け
が
、
こ
の
う
え

の
現
実
彩
描
得
し
た
こ
と
を
も
っ
来
さ
せ
る
た
め
に
は
、
「
悟
り
」
な
い
価
値
の
あ
る
も
の
と
し
て
伝

て
「
悟
り
」
と
い
う
。
逆
に
言
う
に
閲
し
て
の
不
安
的
材
料
を
取
り
釆
さ
れ
て
い
く
。

と
、
究
惜
の
現
民
ぞ
獲
得
す
る
た
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
仏
関
本
で
あ
る
仏
陀
は
、
確
突
に

め
に
は
仏
陀
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
教
は
悟
っ
て
い
る
の
は
帥
か
に
つ
同
で
見
、
耳
で
聞
き
、
手
で
触
れ

ら
な
い
。
そ
れ
は
、
非
常
に
握
い
て
、
あ
議
選
完
ち
設
会
る
こ
と
が
で
き
る
、
サ
ン
ガ
の

2
.

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ほ
と
ん
「
悟
り
」
を
め
ぐ
る
計
説
を
砂
州
、
在
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
し
か
し

ど
の
人
は
仏
陀
で
な
い
の
で
、
究
編
成
し
て
い
く
。
「
仏
陀
(
釈
入
滅
後
、
仏
陀
ぞ
知
る
た
め
に
は
、

恨
の
呪
央
が
、
つ
去
り
「
悟
り
」
迦
)
は
『
悟
り
』
に
浅
し
た
」
と
の
こ
さ
れ
た
彼
の
笥
説
を
手
が
か

が
何
で
あ
る
か
知
ら
な
い
。
「
信
い
ヨ
川
提
を
追
加
す
れ
ば
、
「
悟
り
に
す
る
以
外
に
な
い
の
で
す
。

り
」
が
あ
る
こ
と
す
ら
分
か
ら
な
り
」
の
契
在
は
時
史
で
、
「
倍
そ
こ
で
サ
ン
ガ
は
倒
木
が
わ
り
に

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
究
般
の
現
り
」
と
言
脱
と
の
関
係
も
川
確
に
仏
陀
の
言
説
を
伝
持
す
る
よ
う
に

突
を
凶
摘
す
速
肋
が
、
か
く
も
大
な
る
の
で
す
。
仏
教
に
お
け
る
仏
な
り
、
運
動
が
続
け
ら
れ
る
。

き
く
広
が
る
の
か
と
い
う
の
が
仏
陀
(
釈
迦
〉
は
こ
の
殺
昧
で
関
本
こ
う
し
て
始
め
ら
れ
る
迎
励
を

教

の

応

大

の

謎

と

い

え

ば

謎

で

あ

で

す

。

外

的

視

点

に

よ

っ

て

眺

め

る

な

ら

る
。
こ
の
迎
励
は
仏
陀
に
な
ら
な
三
帰
依
は
こ
う
し
た
削
出
へ
の
「
仏
陀
の
言
説
そ
サ
ン
ガ
が
伝
持

い
人
が
多
数
巻
持
込
ま
れ
て
い
く
信
頼
主
曇
目
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
て
い
る
と
い
う
駅
間
」
で
す
。

の
で
す
か
ら
。
三
帰
依
に
お
い
て
人
は
、
仏
陀
(
釈
し
か
し
内
的
視
点
に
た
つ
な
ら

迦
)
が
「
倍
り
』
を
ひ
ら
い
た
事
ば
、
そ
れ
は
逆
転
し
て
、
サ
ン
ガ

淘

悶

悶

随

実

と

そ

の

人

格

に

対

す

る

ト

l
タ
の
伝
持
し
て
い
る
の
が
仏
陀
の
雷

鰯
閥
欄
醐
ル
な
信
頼
、
仏
陀
(
釈
迦
)
の
「
悟
脱
だ
と
映
ず
る
。
こ
の
こ
と
は
、

購
内
閣
踊
り
」
の
内
容
が
す
ば
ら
し
い
宮
古
さ
ま
ざ
ま
な
税
問
や
伝
承
が
仏
陀

輔

倒

閣

輔

の

真

理

で

あ

り

自

分

も

ま

た

そ

こ

の

前
説
に
付
着
し
、
経
山
内
に
混
入

酷

腿

蹴

闘

に

到

達

し

う

る

こ

と

の

伺

如

、

サ

す

る

こ

と

の

根

加

で

も

あ

り

ま

ン
ガ
が
清
浄
な
修
行
者
の
団
体
で
す
。

は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
氏
あ
り
仏
陀
(
釈
迦
〉
の
教
悦
を
伝

H
昭
和
二
十
三
年
、
神
奈
川
県
生
持
し
て
い
る
こ
と
の
信
制
を
表
明
(
社
会
学
者
の
中
に
は
、
自
ら
の

ま

れ

。

東

京

大

学

大

学

院

社

会

学

す

る

。

研

究

を

客

観

的

で

科

学

的

で

あ

る

研
究
科
悶
土
間
報
修
了
。
現
在
、
こ
う
し
て
沼
り
」
は
究
領
の
と
考
え
て
い
る
研
究
者
も
多
い
。

東
京
工
栄
大
学
助
教
授
。
箸
稽
に
現
実
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
仏
陀
近
年
は
そ
う
い
っ
た
客
間
的
な
研

『
言
紹
ゲ
l
ム
と
社
会
理
抑
』
、
『
仏
(
釈
迦
)
が
そ
う
で
あ
る
と
こ
ろ
究
へ
の
反
省
か
ら
、
「
内
在
的
理

教
の
笥
脱
胤
略
』
《
勤
怠
密
号
、
の
も
の
(
状
郎
〉
、
そ
う
で
あ
っ
位
と
い
っ
た
研
究
方
法
が
児
臨

『
は
じ
め
て
の
抑
巡
主
義
』
(
都
た
と
こ
ろ
の
も
の
(
状
郎
)
と
い
さ
れ
て
き
た
。
研
列
者
に
と
っ
て

際
社
現
代
記
世
)
、
冒
険
と
し
て
う
こ
と
に
な
る
。
仏
陀
(
釈
迦
)
そ
れ
ぞ
れ
「
内
在
」
の
意
味
も
微

の
社
会
科
学
』
(
毎
日
新
聞
社
〉
以
外
の
修
行
者
の
「
悟
り
」
は
、
妙
に
呉
な
る
が
、
棉
爪
氏
も
「
内

等
が
あ
る
。
あ
っ
て
も
よ
い
が
、
そ
れ
が
関
心
在
」
に
重
要
性
を
お
い
て
研
究
し

を
鈍
め
る
こ
と
は
な
い
。
仏
陀
(
釈
て
い
る
〉

.，a
v

ぃ

。

そ

の

点

で

は

仏

教

徒

と

同

じ

意
味
は
内
在
し
て
分
か
る
レ
ベ
ル
で

2
・

・
4

4

司

、

文

字

通

り

信

じ

る

、

例

え

ば

弥

制
仏
な
ら
弥
勅
仏
が
何
億
年
後
に

く
る
と
信
じ
る
こ
と
は
し
な
く
て

も
い
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ

と
序
信
じ
て
い
る
と
と
が
、
ど
う

い
う
滋
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
の

が
充
分
国
解
で
き
れ
ば
い
い
。
。だ

か
ら
本
当
の
宗
教
体
験
を
持
っ
て

い
る
人
に
言
わ
せ
る
と
、
分
か
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
宗

教
務
奨
践
す
る
と
い
う
こ
と
と
、

宗
教
学
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
述

う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

組
み
合
わ
せ
が
必
裂
な
の
で
す
。

例
ヌ
ぱ
お
経
と
い
う
の
は
、
言

葉
で
真
理
室
べ
つ
つ
、
行
も
為

し
て
初
め
て
全
体
的
な
行
な
い
に

な
る
。
仏
教
の
中
に
は
、
行
を
非

常
に
鼠
ん
じ
た
抑
の
よ
う
な
も
の

も
あ
れ
ば
、
逆
に
論
を
悦
ん
で
い

く
よ
う
な
理
知
的
な
も
の
も
あ

る
。
い
ろ
ん
な
傾
向
が
あ
る
。
い

ろ
ん
な
傾
向
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
ど
れ
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

で
、
根
木
は
こ
の
二
つ
の
も
の
に

あ
る
。

〈
悟
り
〉
仏
教
の
場
合
、
私
は
「
悟
り
」

と
い
う
こ
と
が
、
非
常
に
而
白
い

梢
巡
を
持
っ
て
い
る
。
究
明
惜
の
現

ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
行
動
が
変
わ

っ
て
く
る
。
現
実
が
変
わ
っ
て
く

る
か
ら
で
す
。

ど
う
い
う
前
提
房
役
ら
が
持
つ

て
い
る
か
、
ど
う
い
う
現
実
務
極
「
価
値
体
系
」
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
せ
て
、
も
う
一
つ
の
翠
京
あ
る
を
与
え
る
た
め
に
は
、
一
つ
の
パ
会
薮
の
理
解
〉

ら
が
持
っ
て
い
る
か
、
こ
れ
が
宗
遣
っ
た
言
葉
を
使
用
す
る
・。
あ
え
こ
と
を
納
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
フ
ォ
l
マ
ン
ス
に
類
す
る
よ
う
な
学
聞
を
し
て
い
く
う
え
で
も
の

教
の
核
心
で
、
そ
れ
は
逆
に
彼
ら
て
橋
爪
氏
が
「
現
き
と
い
う
言
な
い
。
a

行
為
が
必
要
で
す
。
仏
教
で
は
修
ご
と
の
理
解
と
い
う
ぬ
は
、
外
側

の
行
動
の
中
で
実
証
さ
れ
て
い
誕
を
使
う
の
は
、
そ
れ
が
決
し
で
し
か
レ
仏
教
の
「
悟
り
』
と
い
行
、
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
沌
か
ら
見
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
内

く
。
で
す
か
ら
、
宗
教
を
研
究
し
虚
梢
や
段
似
で
な
く
、
そ
れ
が
確
う
の
は
、
宮
製
で
笛
り
え
ぬ
、
あ
に
打
た
れ
た
り
、
坐
抑
を
組
ん
だ
在
し
な
げ
れ
ば
、
つ
ま
り
内
側
か

て
い
く
際
は
彼
ら
の
行
動
を
考
実
に
「
あ
り
」
、
か
っ
「
正
し
る
実
現
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
精
神
り
、
い
ろ
い
ろ
そ
う
い
う
よ
う
な
ら
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
渓
せ

ぇ
、
そ
の
上
で
彼
ら
の
創
り
出
し
い
」
と
い
う
感
覚
を
重
要
視
す
る
状
態
を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
行
動
の
方
法
で
も
っ
て
、
行
旭
い
ん
。
例
え
ば
言
葉
の
辺
解
と
い
う

て
い
る
現
実
を
理
解
し
て
い
く
こ
か
ら
で
あ
る
〉
る
。
だ
け
ど
、
ど
う
し
て
「
倍
り
」
を
共
に
し
て
初
め
て
理
解
で
き
る
の
も
、
そ
う
い
う
も
の
で
す
。
外

と
が
大
切
に
に
な
る
。
そ
し
て
そ
・
が
あ
る
の
が
分
か
っ
た
の
か
。
不
部
分
が
あ
る
。
仏
教
で
は
こ
の
部
化
し
て
い
た
の
で
は
、
言
裂
は
単

の
現
実
が
再
生
産
さ
れ
て
い
く
か

・
〈一言葉〉

・
:

t

、
思
議
な
こ
と
に
「
倍
り
」
が
あ
る
分
の
ウ
エ
ー
ト
が
大
き
い
。
こ
の
な
る
沓
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
は

r

、3
2
〉
A
4
A
A
2
5
i
U
3
、
じ
q
E
f
〉
L
J
J
A
当

与

、

謀

は

分

か

ら

な

い

。

そ

の

霊

μuF附
例

汀

弘

モ

一

仁

卦

砂

ふ

μ
創
胆
紅
昨
占

αヲ
G
r官
尋

々

が

即

併

で

き

る

か

ら

、

日

本

間

は

l

l

l

-

-

-

:

l

J

-

J

ら
日
本
制
が

m
Mで
き
る
か
ら
、

⑤ 

中
国
語
が
分
か
る
か
ら
、
英
昭
が

分
か
る
か
ら
、
つ
出
り
内
在
す
る

か
ら
そ
れ
が
意
味
に
聞
こ
え
て
く

る
わ
げ
で
す
。

た
だ
完
全
に
内
在
し
て
し
ま
っ

た
ら
、
同
泌
で
窓
な
く
な
る
。
内

在
し
つ
つ
、
そ
れ
が
』
外
側
か
ら
記

述
す
る
。
「
中
国
間
で
は
こ
う
い

う
言
誕
芭
と
日
本
部
守
言
っ
た

場
合
、
そ
れ
は
内
在
し
つ
つ
外
側

か
ら
記
凶
し
た
こ
と
に
な
る
。
仏

教
徒
が
何
を
諮
っ
て
い
る
の
か

は
、
そ
の
滋
山
怖
が
分
か
れ
ば
よ
い

の
で
す
。
た
だ
仏
教
に
お
い
て
究
僅
の
真

理
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
恕
味
が

分
か
る
た
め
に
は
、
究
械
の
其
副

を
体
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
、
級
附
な
路
、
仏
陀
に
な
ら
な

け
れ
ば
仏
教
は
分
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
じ
な
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
そ
こ
ま
守
い
く
必
却

は
な
い
6

仏
教
徒
も
す
べ
て
仏
陀

で
あ
る
わ
け
守
は
あ
り
涼
せ
ん
か

ら
、
仏
陀
に
な
っ
て
な
い
と
い
う

点
マ
は
私
も
仏
陀
に
な
っ
て
い
は

dffペゑま
4えをl琴、、-r112年 創熊明治13年
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小学校で，足し算やかけ算を習っ

た.中学になって代数を習った.高

校では徴積を習った.そのたびに，

一応くわかった〉気はする.でも，

そのくわかる〉とはどういうことな

のか，考えてみるとじつに暖味だ.

他人を教えてみると，このことが

よくわかる.家庭教師としては ilま

ら，だからこうなるんだ，わかるだ

ろ?Jなどと言いつつ，話を先へ進

めようとする.でも，子供はぽかん

としている.これはまずい.

ここから先は忍耐だ.同じ説明を

もう一度くり返す.用単な例をあげ

てみる.だいじようぷ，君にもわか

るはずだ，みたいな雰囲気作りをす

る.そうやって環境を整え，ひたす

ら「うん，わかった」と言ってくれ

るのを待つのだ.

だがどんなに努力しでも， うまく

行く保証はない.要するに教育は，

くわかる〉ことの周辺をうろつくだ

け. くわかる〉ことの核心にズパリ

と踏みこむものではないのだ.

こんなふうに考えていくと，しま

いには，自分で数学をくわかった〉

つもりになっていたことまで，どん

弘 吉元長わしくなってくる.

Lグィトゲンシュタインの『数学

の基礎』を読んで，彼もこうした疑

問に悩んでいたことを知った.小学

校教師の経験もある彼は， ものわか

りの悪い生徒に手を焼いたに違いな

い そのあと彼は，何年も考えぬき，

数学の大部分は根拠を持たないとい

う破壊的な結論に達した.

後の立場を「厳密有限主義」とよ

べるだろう.あえてひと言で要約す

ると，こういう立場だ一一数(など

の数学的対象)があるから数学が可

能，なのではない.数は，われわれ

が数を数えるから，存在し始める.

数学は，数を数えるという行為に還

元できる， と言うのである.

lqt(ヱー1/ー@
通巻 368号<1992年6月1日発行)p.6日本評論社

この立場だと，数え終わることの

ない「無限」など存在しない.だか

ら無限集合も存在しない.当然、， 自

然数の集合も存在しない.したがっ

て， ラァセノレのノぐラド yクスもケ'ー

デノレの定理も，意味を持たない.解

析学も代数学も，その主要な部分は

成り立たないことになる.

こんな立場に，何のご利益もない

から，数学者はふつう彼の立場を無

視する.けれども，社会学者の私に

とっては，面白い考え方だ.社会学

はすべてを，人間の社会活動の所産

と考えたがるものだ.

両手の碁石を，別々に数えたあと

一緒に数えれば，足し算になる.逆

に数えれば引き算になる.碁石を長

方形に並べ，縦横，全体を数えれば

かけ算になる.逆にすれば割り算に

なる.分数や負の数も，この延長で

考えられる.これらの演算をそなえ

た数(体)の観念が生まれる・・

なるほど，すべては数えることに

還元できそうだ.としても，なぜ人

間は「無限」を考えられるのか?

ウeィトケ・ンシュタインは，それは

r・h ・-・以下同様J(数え切れない)とい
うことだと言う.これに半分納得し

つつも，私は，数学を「無限をめぐ

る思考のノレーノレ」として再構成でき

ないものかと考えている.

(はしづめだいさぶろう)

『数学セミナー』第31巻第6号
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ル
」
ト
!
?
ス
・7
ン
:
・
少

刊

一

年
の
頃
、
世
界
に
対
す
る
自
分
の
構
え
や
感
受
性

問

一

を
決
定
し
た
の
は
、
こ
う
い
う
種
類
の
嘗
物
で
は

一
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

1948 

-
『
妓
術
と
文
明
』
ル
イ
ス
・
7

ン
フ
ォ
ー
ド
・
・
科
一
・
「
族
長
の
秋
」
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
:
恐
る
ベ

学
技
術
の
パ
ノ
ラ
マ
的
な
発
展
史
を
芸
術
的
心
性

一
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
臨
め
た
文
字
空
間
が
、
い
ま
地

か
ら
語
っ
た
稀
有
の
一
冊
。
将
来
の
進
国
聞
を
照
ら

一
球
上
で
発
生
し
て
い
る
と
実
感
さ
せ
ら
れ
た
作

し

て

く

れ

た

。

一

品

。

野
谷
文
昭

-
「
宮
津
賢
治
集
(
角
川
版
「
昭
和
文
学
金
集
」
)
』
宮

様
賢
治
・
四
歳
頃
、
集
中
の
童
話
を
母
に
読
ん
で

も
ら
い
、
そ
の
後
自
分
で
読
ん
だ
が
、
オ
ノ
マ
ト
ペ

の
魅
力
や
字
宮
と
の
交
感
に
浸
り
切
る
。

圃
『
赤
と
黒
(
新
潮
社
版
「
新
版
世
界
文
学
金
集
」
)
」

ス
タ
ン
ダ
l
ル
/
小
林
正
訳
:
徹
夜
で
読
ん
だ
殻

初
の
本
。
中
二
だ
っ
た
と
思
う
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
個

性
に
惹
か
れ
、
物
語
の
面
白
き
を
堪
能
し
た
.

圃
「
鰻
け
る
翠
き
空
の
下
で
」
北
杜
夫
・
・・
求
心
的
で

狭
く
な
り
が
ち
な
日
本
文
学
の
枠
を
、
ユ
ー
モ
ア

と
ス
ケ
ー
ル
に
よ
っ
て
打
ち
破
っ
た
こ
と
に
感

動
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

橋
爪
大
三
郎

-
「
梅
造
人
類
学
」
レ
ヴ
ィ
H
ス
ト
ロ
ー
ス
:
マ
ル

ク
ス
主
義
が
ふ
り
ま
い
た
「
歴
史
」
の
呪
縛
か
ら
自

分
の
思
考
を
解
き
依
っ
て
く
れ
た
。
総
造
主
義
樹

立
を
宣
言
す
る
古
典
。

-
『
不
思
議
ナ
メ
ガ
ネ
」
武
井
武
雄
・
欲
し
い
も
の

が
み
え
る
不
思
議
な
望
遠
鏡
。
皆
が
奪
い
合
っ
て

覗
く
と
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
も
の
が
見
え
る
。
軍

国
絵
本
の
傑
作
e

f
t塀
切
直
人

向

M
U
a
“y
 

n
H
 

-
よ
く
分
か
ん
な
い
・・
図
書
委
員
だ
っ
た
こ
と
も

一
圃
自
分
の
本
で
す
ね
・
私
・
:
結
局
、
自
分
に

一
番
決

あ
る
ん
だ
け
ど
、
「
マ
ン
ガ
は
読
書
じ
ゃ
な
い
」
と
一
定
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
は
自
分
の
本
で

思
っ
て
マ
ン
ガ
ば
っ
か
見
て
た
し
な
|
。
一
す
ね
。
勝
手
だ
け
ど
。

圃
な
い
ん
で
す
よ
:
-
子
供
ん
時
お
ぱ
ー
ち
ゃ
ん
の

膝
で
「
ご
本
読
ん
で
|
」
っ
て
や
っ
て
た
講
談
社
の

絵
本
が
決
定
的
だ
っ
た
か
な
|
。

-
ま
だ
来
て
な
い
と
は
思
う
け
ど

-一
.怪
物
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
種
村
季
弘
:
本
容
に

よ
っ
て
漫
画
・
映
函
・博
物
学
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら

ぬ
評
論
の
面
白
さ
を
知
ら
さ
れ
、
評
論
を
書
く
意

欲
を
そ
そ
ら
れ
た
。

-
一
鉄
同
町
ア
ト
ム
』
手
塚
治
虫
:
今
で
は
不
満
も
あ

る
が
、
漫
画
と
映
画
が
好
き
で
昆
虫
マ
ニ
ア
で

あ
っ
た
少
年
時
代
に
は
雑
誌
「
少
年
」
連
獄
中
か
ら

熱
中
し
た
。

圏
一
プ
ラ
ト
ン
と
資
本
主
祭
」
関
駅
野
・
・
哲
学
者
プ

ラ
ト
ン
で
は
な
〈
、
喜
劇
詩
人
ア
リ
ス
ト
ア
ァ
ヰ

ス
こ
そ
が
其
の
思
想
家
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら

れ
、
驚
嘆
し
た
。

ri
t舛
添

空

一

圃

一

寝

室

シ

1
ト
ン
・
雄
大
な
自
然、

そ
し
て
て

-
E争
と
平
和
』
ト
ル
ス
ト
イ
:
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
時

一
旦
男
子
の
本
宣
告
三
郎
:
金
解
禁
に
命
長

特

一

そ
の
中
で
生
き
て
い
く
動
物
た
ち
、
ま
た
彼
ら
の
て
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ド

一
け
た
井
上
準
之
助
の
生
涯
を
た
ど
り
な
が
ら
、
大

問

一

人
間
と
の
か
か
わ
り
に
感
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
で
ラ
マ
に
政
治
の
、
そ
し
て
人
間
の
光
と
彫
を
見
た
。

一
衆
に
迎
合
し
な
い
政
治
家
の
疫
を
み
ご
と
に
錨
い

一

一

一

て
い
る
。

一一一-
1948 

地
図
み
ず
子

-
『
ア
フ
リ
カ
の
日
々
』
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
デ
ィ
ネ
ー

セ
ン
・
・
ア
フ
リ
カ
大
地
の
生
活
の
に
お
い
を
強
烈

に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
素
直
で
ま
っ
す
ぐ
な
考

え
方
、
感
じ
方
が
按
群
。

-
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル

1
ソ
l
」
デ
フ
ォ

1
・初

め
て
小
説
世
界
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た
作

品
。
ジ
ュ
ニ
ア
向
き
文
学
金
集
を
端
か
ら
読
ん
で

い
っ
た
。

-
「
李
陵
』
中
島
教
・
ラ
ジ
オ
の
朗
読
を
聞
き
、
翌

日
密
庖
に
走
っ
た
。
響
き
の
よ
い
端
正
な
文
章
に

憧
れ
た
こ
と
も
あ
る
:
:
・
固16 
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今
日
、
限
ら
れ
た
資
源
、
パ
イ
の
分
が
、
労
働
市
場
を
支
え
て
い
る
線
本
的

配
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
と
き
、
一
番
な
倫
理
で
す
。

い
い
方
法
は
技
術
移
転
を
す
る
ニ
と
で
で
す
か
ら
、
そ
の
な
か
で
「
3
K」

す
。
つ
ま
り
、
第
三
世
界
に
高
度
な
技
問
題
が
出
て
き
て
も
当
然
な
の
で
す
。

術
を
も
っ
て
も
ら
い
、
先
進
国
と
同
じ
こ
の
解
決
に
は
、
「
資
本
主
義
的
』
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
競
争
で
き
る
と
い
う
土
倫
理
に
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
賃
金
を
高

台
を
作
っ
て
も
ら
う
の
で
す
。
そ
の
上
く
し
て
対
処
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
足
り

で
資
本
を
移
転
し
て
い
か
な
い
と
ム
ダ
な
け
れ
ば
、
技
術
や
機
械
で
も
っ
て
置

に
な
り
ま
す
。
限
定
的
に
そ
の
国
で
使
き
換
え
る
と
い
う
努
力
を
集
中
し
て
や

え
る
よ
う
な
技
術
を
う
ま
く
設
定
し
て
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ロ
l
コ
ス
ト
で
移
転
し
て
い
く
こ
と
を
で
は
、
そ
の
重
要
な
技
術
そ
の
も
の

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
の
レ
ベ
ル
を
ど
う
維
持
し
、
高
め
て
い

そ
う
い
う
点
で
、
日
本
の
製
造
業
の
く
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、

新
た
な
ピ
ヘ
イ
ビ
ア
が
期
待
さ
れ
て
い
人
材
確
保
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
し
か

る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
し
、
こ
れ
は
お
金
だ
け
で
は
、
解
決
し

一

な
公
共
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
ま
せ
ん
。
「
自
由
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

一

は
、
税
制
面
な
ど
で
優
遇
す
る
必
要
は
人
聞
を
企
業
に
縛
り
つ
け
な
い
で
、

一

あ
り
ま
す
。

J

人
聞
の
ア
イ
デ
ア
の
可
能
性
に
お
金
を

一

さ
て
、
あ
る
製
造
業
で
は
「
3
K」
出
す
、
と
い
う
よ
う
に
企
業
が
変
わ
る

で
:
.と
い
う
懇
い
イ
メ
ー
ジ
が
敷
術
さ
れ
頭
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

一

L
.を
痛
め
て
い
ま
す
。
で
も
、
『
3
K」
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
な
ぜ
あ
れ
だ
け

一け
し
*
覆
と
い
う
よ
う
じ
キ
ツ
ィ
、
キ
タ
ナ
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
人
材
が
集
ま
っ
て
い

一
-u.
ィ
、
キ
ケ
ン
な
労
働
に
対
し
て
、
み
ん
る
の
か
と
い
う
と
、
ド
イ
ツ
か
ら
世
界

一戸心
.
h

な
が
そ
れ
を
や
り
た
が
ら
な
い
と
い
う
的
な
頭
脳
が
自
由
を
求
め
て
ア
メ
リ
カ

一つ

霊
は
、
自
由
な
労
働
市
場
が
成
立
し
に
渡
っ
た
お
陰
で
す
三
宅
、日
本
を

誌
が
九
て
い
る
限
り
、
当
然
起
ニ
り
う
る
ニ
と
取
り
巻
く
状
況
も
そ
れ
と
似
て
き
て
い

京

公

正

常

な

霊

吉

宗

ま

丈

ご

句

ま
す
♂
条
件
さ

え

整

合
一、
基
礎
科
学

r

高
む
h
た
だ
、
そ
う
い
う
喋
一宇
佐
外
国
人
労
に
強
い
悶
ソ
速
の
人
材
を
取
る
こ
と
が

一一1
J必
御
者
で
埋
め
て
い
〈
と
い
う
考
え
方
は

，
可
能
な
の
で
.す
ゾ
で
す
か
ら
、
こ
れ
か

rdh間
違
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
資
本
主
義

、
は
人
材
確
保
も
国
境
を
越
え
て
行
う

アャト
社
会
の
最
も
よ
い
と
こ
ろ
、
倫
理
的
に

。
ベ
・
き
で

L
ょ
う
J

そ
れ
は
企
業
の
世
界

計
勺
優
れ
て
い
る
と
二
ろ
は
ぐ
銀
線
経
済
エ
ー
貢
献
の
ひ
と
つ
と
ゐ
な
り
ド
・ま
た
そ
め

恕
べ
は
な
い
、
と
い
う
ニ
と
℃
す
止
級
銀
経

.
ニ
と
が
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ブ
に
な
り
一
日

点以一
済
で
は
ニ
種
類
の
労
働
、
=
種
類
の
人
本
の
若
い
理
ヱ
系
の
学
生
ち
製
造
業
に

オ
三
間
ザ
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
資
本
主
義
社

J
集
ま
り
け
や
が
て
こ
L
L
・-
世
紀
に
向
け

一…
勾
引
ト
い
は
一
種

類
の
人
間
し
か
い
ま
せ
ん
。

正

技
術
開
発
に
結
び
つ
ど
一
、
ぃ
ぺ
二
十
』

~1
Jス
問
の
価
値
は
み
な
一
線
だ
と
い
う
の

-
に
な
る
の
で
す

1
6
1
2ご
7
九三寸

庁
交
今
'
ア
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こ
の
わ
た
し
が
も
っ
て
き
た
山
代
経
験
は
、
そ
こ
に
と
ど
ま
る
な
ら
、
現
実
的
な
恨
拠
を
も
う
も
た

な
い
。
普
通
的
で
は
な
い
。
社
会
が
怒
で
あ
る
と
い
う
確
信
は
、
た
ぶ
ん
マ
ル
ク
ス
主
義
が
体
現
し

て
い
た
「
思
想
」
と
知
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
わ
た
し
は
マ
ル
ク
ス
、
主
義
者
で
も
何
で
も
な
か
っ
た

が
、
そ
の
「
余
得
」
に
は
あ
ず
か
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

世
一泌
的
な
真
理
と
い
う
も
の
は
不
思
議
な
生
き
方
を
す
る
も
の
ら
し
い
。
数
年
前
、
宮
崎
劫
の
事

件
が
起
こ
っ
た
時
、
そ
の
同
位
代
人
は
こ
れ
を
自
分
遠
の
迎
合
赤
軍
事
件
だ
と
感
じ
た
と
い
う
話
だ

が
、
そ
の
直
聞
は
正
し
い
。
似
似
現
笑
へ
の
内
聞
や
拒
食
症
の
果
て
の
死
に
、
間
念
的
に
倒
錯
し
よ

う
に
も
そ
の
倒
錯
す
る
叩
念
す
ら
も
て
ず
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
の
ぶ
つ
か
る
困
難
が
、
そ

こ
に
、
聞
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

わ
た
し
の
言
い
た
い
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。

「
性
代
」
論
は
一
般
的
に
mm劣
だ
が
、
そ
の
一
般
的
な
愚
劣
さ
の
辺
由
は
そ
れ
が
共
同
性
を
基
礎

に
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
共
向
性
へ
の
反
発
は
共
同
性
の
喪
返
し
に
す
ぎ
な
い
。
人
は
そ

の
よ
う
な
も
の
で
は
「
世
代
」
論
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
「
世
代
」
に
こ

だ
わ
る
か
、
こ
だ
わ
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
自
体
が
そ
も
そ
も
問
題
と
し
て
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

人
は
誰
し
も
そ
の
固
有
な
経
験
か
ら
理
由
を
受
け
と
り
考
え
る
こ
と
を
は
じ
め
る
。

に
受
け
と
る
時
代
的
な
制
約
が
考
え
る
こ
と
の
足
伽
と
な
る
時
は
じ
め
て
、
彼
は
、

理
由
を
も
っ
。

そ
の
時
間
時

そ
れ
を
脱
す
る

(
か
と
う

の
り
ひ
ろ
・
文
芸
評
論
家
)

日
本
人
に
社
会
科
学
が
で
き
る
の
か
?

日
本
人
は
よ
ほ
ど
社
会
科
学
に
向
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
時
治
た
る
気
持
に
な
る
こ
と

が
あ
る
。

知
力
に
問
題
が
あ
る
と
は
忠
わ
な
い
。
た
だ
、
社
会
を
厳
密
に
考
え
抜
く
だ
け
の
徹
底
し
た
論
理

性
、
初
宕
無
人
な
強
悩
さ
が
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
は
し
ば
し
ば
決
定
的
に
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

、

科
学
す
る
と
は
、
前
総
と
な
る
事
実
や
仮
説
を
承
認
し
、
そ
こ
か
ら
論
理
的
に
導
け
る
帰
結
を
す

べ
て
導
く
こ
と
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
帰
結
を
わ
が
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
、
を
意
味
す
る
。

社
会
を
科
学
す
る
場
合
も
同
じ
だ
。
自
分
ゃ
、
身
近
な
人
び
と
や
、
見
知
ら
ぬ
他
者
た
ち
の
ふ
る

ま
い
や
考
え
方
を
、
速
い
胞
も
た
め
ら
い
も
な
い
論
理
の
刃
で
切
り
分
け
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
に
は
、

人
間
関
係
の
札
機
な
ど
い
さ
さ
か
も
恐
れ
な
い
強
靭
な
言
葉
づ
か
い
が
必
要
で
あ
る
。

か
り
に
、
社
会
百
子
者
と
し
て
理
想
的
な
能
力
を
そ
な
え
た
人
物
が
い
た
と
し
よ
う
。
彼
は
日
本

@ 
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人
に
歓
迎
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
変
人
扱
い
さ
れ
、

仲
間
外
れ
に
さ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
冗
訟
で
な
く
、
私
は
そ
う
思
う
。
そ
れ
ほ
と
日
本
人
で
あ

る
こ
と
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
、
討
会
科
学
者
の
あ
り
方
と
相
容
れ
な
い
の
だ
。

牢

日
本
人
も
当
然
、
社
会
を
営
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
政
aMも
企
業
も
学
校
も
、
地

方
自
治
体
も
家
族
も
町
院
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
い
ち
お
う
機
能
し
て
い
る
。
一
部
の
日
本
人
は
、
自

分
た
ち
の
社
会
が
ど
の
外
国
と
比
べ
て
さ
え
効
率
的
だ
と
、
引
妙
な
自
負
を
持
ち
始
め
て
さ
え
い
る
。

、
日
本
社
会
が
効
率
的
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
当
然
支
払
う
べ
き
コ
ス
ト
を
省
い
て
い
る
か
ら
。

つ
ま
り
、
人
間
の
可
能
性
を
限
定
し
、
予
測
可
能
な
一
定
の
枠
内
に
日
本
人
の
行
動
を
押
し
込
め
て

い
る
か
ら
だ
。
学
校
や
家
庭
の
教
育
は
、
主
に
こ
れ
を
日
的
に
し
て
い
る
。
企
業
は
そ
の
成
果
を
、

最
大
限
に
利
用
す
る
。
日
本
社
会
と
は
、
日
本
人
の
、
日
本
人
に
よ
る
、
日
本
人
の
た
め
の
社
会
な

の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
日
本
人
に
、
こ
の
自
覚
は
な
い
。
自
分
や
他
人
の
行
動
を
、
相
祁
一
的
に
あ
る
枠
に
「
押

し
込
め
」
て
い
る
な
ど
と
、
思
っ
て
い
な
い
。
た
だ
多
く
の
場
合
、
日
本
人
が
「
人
間
」
と
一
吉
ヲ
へ
は
、

そ
れ
は
日
本
人
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
日
本
人
以
外
に
ど
う
い
う
人
間
の
あ
り
方
が
可
能
か
具
体
的

に
知
ら
な
け
れ
ば
、
結
局
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
政
府
も
企
業
も
学
校
も
軍
隊
(
自
衛
隊
)
も
、
日
本
の
機
能
的
な
組
織
は
ど
こ
か
ち

ぐ
は
ぐ
で
あ
る
。
国
際
的
な
規
準
で
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、
適
切
な
行
動
が
で
き
な
い
。

立
任
あ
る
地
位
の
人
び
と
が
、
社
会
科
学
の
訓
純
を
受
け
て
い
な
い
の
だ
。

* 

社
会
科
学
は
「
価
値
中
立
的
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
日
本
人
は
、
学
校
秀
才
が
洋
書
と
首
っ
ぴ
き
で

も
の
知
り
に
な
り
、
現
実
社
会
に
関
係
し
な
い
こ
と
と
思
い
こ
ん
だ
。
そ
う
で
は
な
い
。
社
会
科
学

は
、
あ
く
ま
で
も
社
会
的
な
意
思
決
定
の
「
前
提
」
な
の
で
あ
る
。
決
定
(
そ
れ
は
特
定
の
価
値
切

に
も
と
づ
く
)
を
し
た
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の
前
提
(
社
会
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
と
い
う
例
報
)
は
客
観

的
(
側
仙
切
か
ら
独
立
)
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
も
な
い
と
、
意
思
決
定
が
的
は
ず
れ
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

日
本
人
は
社
会
科
学
を
誤
解
し
、
そ
し
て
軽
視
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
際
社
会
の
動
向
を
、
日
本

人
の
ナ
イ
ー
ブ
な
情
報
収
拾
の
や
り
方
で
採
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
え
ら
れ
る
情
報
は
、

希
望
的
観
測
で
膨
れ
あ
が
っ
て
し
ま
う
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
獲
得
予
想
を
思
い
浮
か
べ
る
と

よ
い
。
こ
れ
を
笑
え
な
い
の
は
、
対
米
開
戦
の
決
定
も
、
日
本
の
対
外
交
沙
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
鍛

を
踏
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

経
済
大
国
を
自
認
す
る
日
本
が
、
政
治
・
軍
事
・
外
交
・
科
学
・
文
化
の
面
で
ど
う
し
ょ
う
も
な
く

立
ち
遅
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
科
学
を
軽
視
し
て
い
る
せ
い
で
あ
る
。
そ
う
言
っ
て
も
よ
い
。
ー
ー

だ
が
こ
の
こ
と
を
、
日
本
人
は
気
付
く
だ
ろ
う
か
?

は
し
づ
め

だ
い
さ
ぶ
ろ
う
・
社
会
学
)

日
本
の
個
性
H
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OPINION 

A Cure for Political Cancer 
Pαrty Leαders Chosen by Voters Would Lessen Corporαte Politicallnfluence 

By Daisaburo Hashizume 

People are shocked and an-
gry over reports of shady 
transactions in the political 
community， and over the al・
leged mob links of a former 
prime minister and promi-
nent Diet members. Certain-
ly it is important that the 
Diet and the courts pursue 
these matters until the full 
picture emerges， and until 
the politicians responsible 
are held to account. But even 
more important is that the 
public be absolutely clear on 
where it stands regarding an 
inescapable fact of life-that 
politics does cost money. 
Throwing all the blame 011 
the politicians is too easy， 
and Iurthermore， as we are 
seeing， does not solve the 
problem of political corrup-
tion. During the half-century 
since the end of World War 
11， Japan has been rocked by 
one political scandal after 
another. By now it should be 
dawning on people that the 
largest share of responsibili-
ty lies with themselves. 
Remember the late Fusae 
Ichikawa. She believed in 
“ideaJ elections" in which 
money played no part-and 
she put her ideas into prac-
tice， winning in the process 
strong popuJar support. The 
newspapers approved too， 
and insisted that the other 
politicians， those who relied 
on money， were on the wrong 
track. 
But it remains a fact that 
money IS a necessary ll1gre-
dient in politics. It cannot be 
otherwise. Staff saJaries， tel-
ephone bills， postage and of-
fice expenses alone add up to 
several hundred million yen 
a year. The real question is， 
who should be paying these 
bills， and how? 
Instead of focusing on this， 
however， would-be reform-
ers have allowed themselves 
to be distracted by dreams of 

Sagawa outweighs budget in an extraordinary tournament. By Ko Kojima 

cost-free politics. This is fine 
for people like Ichikawa， who 
apparently can get them-
selves elected by campaign-
ing for “ideal elections." 
But to try to force all poli-
ticians into this mold would 
be unrealistic and， worse， ir-
responsible. It would only 
drive underground all politi-
cal fund raising that is not of-
ficially approved. Just as 
American gangsters thrived 
on Prohibition in the 1920s， 
corruption in Japan is being 
fostered now by the Political 
Funds Control Law. 
So， let's turn the argument 
around. Let's start by sup-
posing that money is in-
dispensable in politics， and 
create political parties that 
can ralse money 111 a proper 
way. A good beginning would 
be to form a party capable of 
practicing the opposite of 
what the Liberal Dell1ocrat-
ic Party has been doing. 
Within the LDP organiza-
tion， money flows from the 
top down. LDP Diet mem-
bers advance their election 
prospects by setting up their 
own private support groups. 
Maintaining these groups re-
quires vast sums of money， 

which is made available to “We're short of money， so 
Diet members by their fac- please join our party; no， you 
tion bosses， whose generosi- won't have a say in determin-
ty is the basis for their own ing policy or choosing candi-
power. But who fills the boss- dates， that will be up to the 
es' wallets? The bosses de- party executive." Under 
pend on political contribu- those terms， who would be in-
tions from industry and var~ . terested? Not surprisingly， 
iouspressuregroups-A goq守山ecampaign has been a fail-
deal of tainted money is':， . ure， and membership has in-
mixed up in these contribu- creased scarcely at all. 
tions. The “party member ticket 
What if， instead， politicians system" would be complete-
were to receive the money ly different. People would 
they need from the voters in buy admission tickels and as-
their electoral districts? semble in a public hall or 
Then， the factions would no gym， where candidates 
longer be necessary， and the would be elected in a 
cozy relationship between primary-style election. A 
politics and industry would candidate would begin his or 
be severed. her career at the municipal 
That of course begs the level， and rise through the 
question of how the voters' ranks to candidacy for an 
wallcts are to be pried open. elcctoral district. Candidatcs 
One idea which 1 think has would no longer be chosen by 
potential is a “party member party bosses. 
ticket system." This would The plan's interest lies in 
involve arranging the Japa- the notion that the rank and 
nese equivalent of American file would themselves choose 
primaries and party member policies and their candidates. 
assemblies. Whoever buys an admission 
For a long time， the Social ticket is a “party member" 
Democratic Party of Japan for that day. 
has been waging a campaign There would be none 
to build its party member- of the wary hostility typical-
ship up to a million people: ly provoked by membership 

recruiting drives. These as-
semblies could be vehicles 
for the airing of policy con-
troversies， political fund 
raising， even for the forma-
tion of volunteer networks. 
The best thing would be to 
establish a new party based 
on this system， but perhaps 
the old familiar Socialist par-
ty will serve our purposes 
just as well. The SDPJ has 
exhausted itself in sterile 
wrangling over the Japan-
U.S. security arrangement 
and the constitutionality of 
the Self-Defense Forces. This 
should be stopped immedi-
ately. Party policy should be 
left up to the electorate to de-
termine. Once that has been 
done， and the ideological 
problems got out of the way， 
the possibility of cooperation 
with other opposition parties 
opens up. Komeito and Japan 
仁ommunis.tParty supporters 
could also buy tickets and 
participate in the SDPJ 
primaries， and their candi-
dates be officially recognized 
by the SDPJ. 
If this procedure， whether 
carried out by a reformed 
SDPJ or by a new party， 
works well， it could set the 
stage for an effective chal-
lenge to the LDP machine. A 
party struclured along these 
lines could conceivably de-
feat the LDP even if the elec-
toral districts are reduced to 
single-seat constituencies. 
Their plan is no quick fix 
for democracy. It wi11 need to 
be carried out with determi-
nation， and without haste. 
H.esults wilUake time. sut if 
the spate of political scandals 
can be turned into an oppor-
tunity for reform， it will have 
proved a blessing in disguise. 

* * * 
The writer is al1 associate 
professor of sociology at To-
kyo Institute of Technology. 
This article originally ap-
peared in Japanese on the 
Asahi Shimbul1 "Culture" 
page on Nov. 11. 
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松
江
(
島
根
県
)
か
ら
同
じ
飛
行

機
に
乗
り
合
わ
せ
た
と
き
、
竹
下
の

到
着
を
待
っ
た
た
め
、
飛
行
機
の
出

発
が
遅
れ
て
い
た
。
竹
下
は
飛
行
機

に
乗
っ
て
く
る
な
り
、
乗
客
に
向
か

っ
て
頭
を
下
げ
て
か
ら
席
に
座
っ
た

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

か
ら
反
対
派
ヘ

異
常
な
恐
怖

法
を
踏
襲
し
、
内
外
の
ナ
ン
バ
ー

2

を
次
々
と
倒
し
、
大
き
な
派
閥
を
二

つ
く
っ
つ
け
れ
ば
絶
対
権
力
が
握
れ

る
こ
と
も
学
ん
だ
。

た
だ
、
田
中
が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に

倒
れ
、
派
閥
を
乗
っ
と
ら
れ
た
末
路

を
見
た
こ
と
で
、
不
満
分
子
を
つ
く

ら
な
い
こ
と
に
執
念
を
燃
や
し
た
。

竹
下
流
の
合
意
の
政
治
は
、
消
費
税

の
と
き
の
よ
う
に
反
対
者
を
つ
く
ら

な
い
で
回
押
し
切
っ
て
し
ま
う
こ
と

だ。
竹
下
に
は
反
対
派
へ
の
異
常
な
恐

怖
が
あ
る
。
そ
の
恨
幹
に
は
、
自
分

学芸通信全国配信

主主反

が
自
に
つ
く
の
で
、
民
主
主

義
な
ど
犬
に
喰
(
く
)
わ
れ

ろ
と
、
若
い
乙
ろ
の
私
は
思

っ
て
い
た
。
民
主
主
義
が
な

く
て
も
、
社
会
主
義
や
共
産

主
義
が
あ
る
か
ら
い
い
や

「
多
数
決
で
決
ま
っ
た
こ
と
、
ず
ぼ
ら
に
考
え
て
い
た
。

と
に
は
絶
対
従
わ
な
く
ち
ゃ
そ
の
う
ち
さ
す
が
に
、
そ

な
ら
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
れ
で
は
ま
ず
い
と
わ
か
っ
て

?
」
。
学
生
が
手
を
挙
げ
て
、
き
た
。
社
会
主
義
も
共
産
主

乙
う
質
問
し
た
。
す
る
と
、
義
も
、
大
し
た
も
の
で
は
な

諮
演
を
終
え
た
あ
る
高
名
な
い
ち
し
い
。
そ
れ
に
な
に
よ

思
想
家
は
し
ば
ら
く
考
え
、
り
、
実
際
に
社
会
生
活
を
送

乙
う
答
え
た
そ
う
だ
。
「
そ
る
う
え
で
、
民
主
主
義
の
や

う
い
う
大
事
な
こ
と
は
、
多
り
方
は
現
実
的
で
但
に
立

数
決
の
前
に
決
め
て
お
い
た
つ
。
そ
う
い
う
経
験
が
重
な

ほ
う
が
い
い
ね
」
。
っ
て
、
私
は
筋
金
入
り
の
毘

す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
、
己
主
主
義
者
に
生
ま
れ
変
わ
ろ

れ
で
は
無
限
後
退
に
な
る
だ
う
と
決
心
し
た
。

け
で
何
の
解
決
に
も
な
ら
な
と
乙
ろ
が
若
い
と
ろ
の
不

い
。
ぞ
れ
を
沼
知
で
、
わ
ざ
勉
強
が
た
た
っ
て
、
民
主
主

と
答
え
た
の
だ
ろ
う
。
民
主
義
の
本
質
が
ど
乙
に
あ
る
の

主
義
は
、
ど
ん
な
に
手
続
き
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
不
合

を
大
切
に
し
て
も
、
そ
の
原
理
な
手
続
き
に
こ
だ
わ
ち
な

則
だ
け
で
一
民
す
る
こ
と
は
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
、

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
蹄
(
ふ
)
に
落

こ
う
い
う
怪
し
い
と
こ
ろ
ち
な
い
。
仕
方
が
な
い
か
ら
、

月曜日

来斤

オ992年〈平成4年〉日月刊4日

左手ヲI Eヨ
ー1'-l芸豆

は
な
ぜ

辞
め
な
い
か

橋
爪
大
三
郎

も
の
だ
。
人
間
関
係
に
敏
感
な
体
質

が
染
み
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
印
象

を
受
け
た
。

竹
下
は
最
大
派
閥
の
権
力
者
に
絶

対
服
従
し
な
が
ら
時
期
を
待
ち
、
子

分
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
角
栄
の
手

27 

の
能
力
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
る

よ
う
だ
。
竹
下
は
、
仲
間
を
増
や

し
、
祭
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
権
力

を
維
持
し
よ
う
と
す
る
。
反
対
派
を

つ
く
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
ま
す
ま
す
金
権
体
質
と
な
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。

金
権
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
発
覚
し
な

い
よ
う
に
二
重
、
三
重
の
防
護
壁
も

つ
く
っ
た
。
暴
力
団
と
同
り
よ
う
に

鉄
砲
玉
を
用
意
し
、
そ
の
人
た
ち
が

犠
牲
と
な
っ
た
。

矢
面
に
立
っ
た
と
き
、
だ
れ
を
抑

え
れ
ば
よ
い
か
腐
心
す
る
乙
と
で
権

力
を
維
持
し
て
き
た
。
そ
れ
だ
け

に
、
皇
民
党
事
件
で
は
、
だ
れ
が
背

後
で
や
ら
せ
て
い
る
か
と
恐
れ
、
敏

感
に
反
応
し
た
の
だ
と
思
う
。
身
内

な
の
か
ほ
か
の
派
閥
な
の
か
発
信
源

を
さ
ぐ
り
、
関
係
ス
ジ
に
収
拾
を
や

ら
せ
た
の
だ
ろ
う
。

28 

自
分
で
い
ち
か
ら
考
え
直
す

と
と
に
し
た
。

す
る
と
少
し
ず
つ
だ
が
、

い
ろ
ん
な
乙
と
が
わ
か
っ
て

き
た
。
た
と
え
ば
、
民
主
主

義
と
「
み
ん
な
仲
よ
し
」
主

義
と
は
聞
係
な
い
、
と
い
う

と
と
。
私
は
民
主
主
義
を
、

み
ん
な
仲
よ
く
と
い
う
考
え

方
の
こ
と
だ
と
、
長
い
間
誤

後
民
主
主
義
の
「
常
識
」
は
、

い
い
加
減
な
デ
タ
ラ
メ
ば
か

り
だ
っ
た
の
だ
。

み
ん
な
が
み
ん
な
、
民
主

主
義
を
誤
解
し
た
ま
ま
大
人

に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
小

学
校
の
教
育
も
悪
い
。
大
学

生
に
民
主
主
義
の
イ
メ
ー
ジ

を
聞
い
て
み
る
と
、
乙
ん
な

答
え
が
返
っ
て
く
る
。

解
し
て
き
た
。
そ
れ
は
民
主

主
義
と
、
似
て
非
な
る
も
の

で
あ
る
。
と
れ
で
だ
い
ぶ
す
っ
き
り

し
た
。
そ
れ
で
勇
気
百
倍
、

そ
の
先
を
考
え
て
い
く
と
、

民
主
主
義
は
、
反
戦
平
和
主

義
と
も
、
「
憲
法
を
笹
(
ま

も
)
れ
」
主
義
と
も
、
関
係

な
い
乙
と
が
わ
か
っ
た
。
戦 橋

爪

大

三

郎

「
多
数
決
で
自
分
の
態
見

が
負
け
る
と
悔
し
か
っ
た
。

自
分
が
正
し
い
と
思
う
の
で

文
句
を
言
っ
て
い
る
と
、
先

生
に
、
も
う
決
ま
っ
た
ん
だ

か
ら
忘
れ
な
さ
い
と
言
わ
れ

た
。
な
に
が
少
数
意
見
の
尊

霊
だ
。
民
主
主
義
な
ん
か
嫌

い
だ
!
」
|
ま
る
で
昔
の
私

を
見
る
よ
う
で
は
な
い
か
。

乙
ん
な
乙
と
で
は
因
る
と
だ
か
ら
民
主
主
義
な
の
で

思
っ
て
民
主
主
義
を
テ
l
マ
あ
る
。
慢
に
立
た
な
い
奇
妙

に
本
を
苗
い
た
。
題
名
を
「
民
な
テ
l
マ
の
現
代
思
想
は
も

主
主
義
は
最
高
の
政
治
制
度
う
い
い
。
考
え
る
べ
き
乙
と

で
あ
る
」
(
現
代
苗
館
)
と
を
順
番
に
考
え
よ
う
。
地
価

い
う
。
増
刷
に
な
っ
た
の
で
、
を
ど
う
す
る
。
農
業
を
ど
う

ま
だ
本
毘
さ
ん
の
白
頭
に
あ
す
る
。
政
治
改
革
を
ど
う
す
-

る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
る
。
教
育
を
ど
う
す
る
。

o

八
十
年
代
の
日
本
は
経
済

D
Aを
ど
う
す
る
。
外
国
人

大
国
に
成
り
上
が
っ
て
、
乙
労
働
者
を
ど
う
す
る
。
大
学

の
繁
栄
が
永
遠
に
続
く
と
思
を
ど
う
す
る
0

・
:
問
題
は
山

い
乙
ん
だ
。
だ
か
ら
ベ
ル
リ
積
し
て
い
る
。
そ
れ
を
き
ち

ン
の
壁
の
崩
壊
も
、
清
岸
戦
ん
ど
説
諭
レ
、
議
論
を
尽
く

争
も
、
思
い
も
か
け
な
い
と
し
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
至
る

と
だ
っ
た
。
世
界
は
動
い
て
の
が
民
主
主
義
だ
。
九
O
年

い
る
の
だ
。
そ
ん
な
世
界
の
代
は
政
治
の
時
代
、
民
主
主

現
実
に
即
応
し
、
自
分
の
手
謎
の
時
代
な
の
で
あ
る
。

で
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く

に
し
て
は
、
日
本
の
政
治
は
マ
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ

あ
ま
り
に
ひ
弱
で
あ
る
。
ろ
う
H
一
九
四
八
年
神
奈
川

一
‘
生
ま
れ
。
東
京
大
学
文
学
部

!

ミ

卒

。

現

在

、

東

京

工

業

大

学

潜
哨
明
い
d
段
踊
f
'
A
助
教
助
。
専
攻
、
社
会
学
。

-
d
T
副
輪
開
伊

若
苗
に
「
現
代
思
想
は
い
ま

.
議
別
d
G瞥
mh一色
何
を
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
」

昌
子
旬
、よra
p--
H
a
「
E
主
主
義
は
最
高
の
政
治

お
一
制
度
で
あ
る
」
「
小
室
直
樹

a

・
の
学
問
と
思
想
」
な
ど
が
あ

橋
爪
大
三
郎
氏
る
。
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大
川
隆
法
の
「
幸
福
の
科
学
」
が
、
瞬
く

聞
に
百
万
を
超
え
る
信
者
を
獲
得
し
、
オ
ウ

ム
真
理
教
も
依
然
と
し
て
世
間
の
関
心
を
集

め
て
い
る
。
と
の
よ
う
に
宗
教
が
、
多
く
の

若
者
の
心
を
捉
え
て
い
る
い
っ
ぽ
う
、
ま
っ

た
く
関
心
が
な
い
と
い
う
顔
を
し
て
い
る
人

び
と
も
大
勢
い
る
。
日
本
人
は
い
っ
た
い
、

宗
教
性
に
富
ん
で
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、

根
っ
か
ら
宗
教
に
無
関
心
な
の
だ
ろ
う
か
?

日
本
人
は
、
宗
教
を
信
じ
や
す
い
と
も
言

え
る
し
、
ち
っ
と
も
信
じ
よ
う
と
し
な
い
と

も
言
え
る
。
一
見
正
反
対
の
傾
向
が
あ
る
わ

け
だ
が
、
実
は
両
者
は
、
同
じ
根
か
ら
発
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
に

は
、
宗
教
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
お
さ
ら

い
し
て
み
る
と
よ
い
。

私
の
定
義
に
よ
る
と
、
宗
教
と
は
、
「
人

間
を
超
越
す
る
な
に
も
の
か
」
の
存
在
を
、

人
び
と
が
共
通
に
前
提
し
て
ふ
る
ま
う
こ
と

で
あ
る
。
人
び
と
の
共
有
す
る
前
提
が
、
社

会
生
活
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
規
別
で
あ
る

場
合
、
そ
れ
は
法
律
だ
し
、
自
然
界
を
支
配

信
じ
・
な
い
で
す
む
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
る
。

自
分
は
何
も
信
じ
て
い
な
い
と
考
え
、
無
宗

教
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
す
る
人
び
と
が
多

い
。
そ
の
た
め
、
日
本
人
は
、
一
見
す
る
と

き
わ
め
て
現
実
主
義
的
で
あ
る
か
の
よ
う
な

印
象
を
与
え
る
。

け
れ
ど
も
、
日
本
人
の
考
え
方
は
、
現
実

主
義
に
し
て
は
中
途
半
端
で
、
木
物
で
は
な

い
。
本
当
の
現
実
主
義
は
、
徹
底
し
て
あ
り

の
ま
ま
の
現
実
を
見
す
え
、
ど
う
い
う
他
者

が
何
を
考
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
冷
静
で

客
観
的
な
像
を
作
り
上
げ
る
も
の
だ
。
し
か

し
、
日
本
人
は
一
般
に
、
そ
と
ま
で
透
徹
し

た
世
界
像
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
い
う
動
機

に
乏
し
い
。
や
は
り
そ
れ
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
教

や
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
な
、
絶
対
の
神
の
存

在
が
必
要
な
の
だ
。
神
の
視
線
に
晒
さ
れ
る

か
ら
と
そ
、
客
観
的
な
事
実
が
浮
き
彫
り
に

な
り
、
自
分
や
他
者
た
ち
(
人
間
)
の
誤
り

(
主
観
性
)
を
指
摘
す
る
と
と
も
で
き
る
。

神
の
存
在
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
社
会
の
な
か
に
、
誌
の
利
害
や
思
惑
か

である間は、

宗教はだめ

(東京工業大学助教授)橋爪大三郎

「宗教」

ぷ妥丞込

ら
も
独
立
し
た
情
報
の
秩
序
を
打
ち
立
て
よ

う
と
す
る
技
術
で
あ
る
。
政
治
も
経
済
も
法

作
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
明
の
生
み
出
し
た
近
代
的
な
制
度
は
み

な
、
そ
う
し
た
技
術
を
下
敷
き
に
成
り
立
っ

て
い
る
の
だ
。

い
っ
ぽ
う
日
本
の
社
会
は
、
も
っ
と
別
の

技
術
で
動
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
が

目
一
杯
に
自
己
の
利
害
を
守
り
抜
こ
う
と
す

る
、
局
部
的
(
ロ
ー
カ
ル
)
な
技
術
の
寄
せ

集
め
だ
。
ど
の
集
団
も
、
既
得
権
を
守
り
、

集
団
の
存
続
を
は
か
る
こ
と
し
か
考
え
て
い

な
い
。
そ
う
し
た
利
己
的
な
行
動
を
と
っ
て

い
る
と
、
社
会
が
全
体
と
し
て
ど
う
い
う
と

と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
ま
っ
た
く
思
い

及
ば
な
い
。

日
本
人
の
場
合
、
宗
教
に
対
す
る
関
心
が

薄
い
よ
う
に
み
え
る
の
は
、
自
分
の
属
す
る

集
団
の
ほ
う
を
宗
教
よ
り
も
重
視
せ
~ざ
る
を

え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
社
会
は
、
い
ろ
い
ろ

な
集
団
か
ら
な
っ
て
い
る
。
誰
も
が
自
分
の

属
す
る
集
団
を
重
視
す
る
な
ら
、
そ
う
し
た

す
る
法
則
な
ら
、
そ
れ
は
科
学
だ
。
そ
し

て
、
前
提
す
る
の
が
人
間
の
霊
魂
や
神
や
死

後
の
世
界
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
宗
教
だ
と
言

え
る
。日
本
人
は
ず
っ
と
、
宗
教
は
「
死
後
の
世

界
」
を
扱
う
も
の
だ
と
思
い
こ
ん
で
き
た
。

こ
れ
は
、
江
戸
幕
府
の
政
策
に
よ
っ
て
、
仏

教
が
す
っ
か
り
骨
抜
き
に
さ
れ
、
葬
式
仏
教

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。

死
後
の
こ
と
に
し
か
タ
ッ
チ
し
な
け
れ
ば
、

宗
教
と
、
人
び
と
の
現
に
生
き
る
現
実
社
会

と
の
関
わ
り
は
断
ち
切
ら
れ
る
。
こ
う
し

て
、
宗
教
と
現
実
社
会
と
が
切
り
離
さ
れ
た

か
ら
と
そ
、
宗
教
を
軽
く
み
る
と
い
う
、
日

本
人
に
独
特
の
傾
向
が
生
ま
れ
て
い
る
の

だ。
官
僚
も
、
政
治
家
も
、
知
識
人
も
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
も
、
責
任
あ
る
立
場
に
あ
る
日
本

人
は
、
だ
い
た
い
に
お
い
て
、
本
気
で
宗
教
に

関
わ
る
な
ど
、
精
神
的
に
未
成
熟
な
人
間
の

す
る
と
と
だ
と
、
ど
こ
か
で
考
え
て
い
る
。

世
の
中
を
十
分
に
理
解
す
れ
ば
、
宗
教
な
ど

42 
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集
団
を
越
え
た
、
人
び
と
の
共
通
な
行
動
前

提
(
宗
教
)
を
成
り
立
た
せ
る
の
は
当
然
む

ず
か
し
く
な
る
。

日
本
で
は
、
毎
年
か
ず
か
ず
の
新
興
宗
教

が
生
ま
れ
る
け
れ
ど
も
、
日
本
社
会
を
根
底

か
ら
作
り
変
え
る
ほ
ど
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
す

る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ど
れ

も
、
と
れ
ま
で
日
本
人
が
考
え
て
き
た
宗
教

の
枠
の
、
な
か
に
収
ま
っ
て
い
て
、
政
治
や
経

済
、
法
秩
序
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン

を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
び
と
の

行
動
前
提
全
体
を
、
組
み
換
え
る
ま
で
の
射

程
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
宗
教
は
い

く
ら
出
て
き
て
も
、
現
尖
社
会
に
タ
ッ
チ
し

な
い
と
い
う
と
れ
ま
で
の

H

抜
分
け
H

を、

踏
み
越
え
る
も
の
で
は
な
い
。

か
く
し
て
新
興
宗
教
は
、
よ
く
て
も
概
ね

国
民
の
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
足
ら
ず
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
と
と
ろ
で
、
頭
打
ち
に
な
る
。
既

成
宗
教
教
団
の
反
援
や
、
宗
教
を
軽
視
す
る

社
会
の
壁
に
阻
ま
れ
て
、
た
だ
の
「
宗
教
」

に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「宗教」である聞は、宗教はだめ43 
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日本てl土、峰、急速な高齢化が進行して、も。

長寿社会を明るく活力あるものにするために

は、総合的な社会整備を行うとともに、の高齢砂

に対ナる意識改革が急務てある。

社会の重要な構成員てある高齢者の豊富

な知識や経験・技術を活かぜる土壌をつくリ.

意識面ては.私たち、そして高齢者自身も

「余生」ふ益った消極的観念を捨て、健康て

生き昔、‘のある積極的な社会生活をもつこと

こそ「新・高齢化社会JIこつながるだろう。

高
齢
化
社
会

新

はしづめだいさぶろう

1948年神奈川県生まれ.

東京大学文学部社告学科卒業、

同大学大学院博士課程

{キ土台学専攻}単位取得退学.

89早から現職，著書に1且代思想l立

、、ま何壬号えれl.fよいのかJ

'冒険として丹社会科学自

アはしめて丹情造主義なとがある.

1992-υ@  

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
近
代
枇
会
は
紘
一
車
版
。

f
山川て

ω日
限
も
家
た
と
は
川
何
回
な
く
‘
い

か
に
い
い
中
伐
い
い
ん
一
点
に
人
る
か
と
い

っ
た
社
会
的
利
側
を
R
悦
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
も
、
こ
の
社
会
で
は
急
ス
ピ
ー
ド
で
技

術
革
新
が
進
む
。
十
年
、
い
や
三
年
も
た
て

ば
、
以
術
車
新
の
お
か
げ
で
、
昨
日
ま
で
使

え
た
H
M
術
が
今
日
は
仙
え
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。制帆
と
子
供
の
年
怖
い
命
令
約
三
O
部地
と
考

え
て
も
、
制
械
の
知
此
酬
が
子
供
に
も
役
に
立
つ

と
い
う
似
託
は
ど
こ
に
も
な
い
。
新
H

拭
術
を

党
え
や
す
い
若
者
に
有
利
な
社
会
が
近
代
社

t
t〉
f
o

f

，-，山6
5
v
e
+九

こ
う
し
た
社
会
の
な
か
で
.
老
人
は
社
会

椛
成
H
U
と
し
て
の
き
ち
ん
と
し
た
位
前
や
ふ
八

い
ま
し
た
。
縞
仕
の
対
象
と
い
う
悩
が
強
ま

っ
て
か
ら
は
、
若
年
層
へ
は
柄
税
の
一
因
と

し
て
、
厄
介
な
お
荷
物
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
の
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

と
。
打
品
れ
で
も
、
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
川
心
身
J

の

仲
ち
ド
h

も
い
る
し
.
活
に
.
H
M
い

q川
ωさ

ま
ざ
ま
な
将
帥
棋
を
泊
し
て
柔
軟
な
思
在
を
勾

に
付
け
た
ζ
人
も
い
る
。

ε人
は
ζ
人
だ
と

い
う
決
め
つ
け
ニ
そ
、
川
ん
4
M
M
念
の
H
K
た
る

も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

現
代
の
よ
う
に
、
生
当
方
の
泣
い
や
選
択

の
附
が
い
ろ
い
み
あ
る
社
会
で
は
、

一
人
ひ

と
り
の
泣
い
、
す
な
わ
ち
例
性
に
市
一
点

e
m

い
た
付
き
合
い
方
，
か
大
切
な
の
で
す
。
年
鈴

に
よ
っ
て
人
を
く
く
ら
な
く
て
も
、
酎
巴
昧
や

専
門
と
い
っ
た
共
泌
一長官
山
が
あ
れ
，
は
、
年
品
剛

を
M
U
え
た
交
流
が
で
き
る
は
ず
だ
。

た
と
え
ば
、
某
大
手
の
ラ
グ
ビ
ー
部
に
は
、

九
十
代
の
名
物
航
作
が
い
る
。
れ
分
で
走
り

回
ら
な
〈
て
も
.
チ
ー
ム
ぞ
得
〈
作
収
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
も
っ
一
肌
脳
と
し
て
、
打
打
に
指
同

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う

ル
l
ル
の
変
わ
ら
叫
共
一
地
行
必
が
あ
る
限
り
、

む
者
に
と
っ
て
も
位
行
の
指
導
は
む
伎
な
防

総
と
し
て
‘
ま
た
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
プ
ラ

ス
に
な
る
。

ス
ポ
ー
ツ
、
文
学
‘
行
楽
、
フ

7
yン
ョ

ン
、
な
ん
で
も
い
い
の
で
す
。
ひ
と
つ
の
こ

と
に
打
ち
込
ん
で
い
る
と
人
は
年
を
と
-h
な

い
。
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
日
見
つ
け
て
.

似
り
下
げ
、
他
ぢ
と
の
川
に
有
印
叫
災
な
附
山
内
…

を
も
っ
-
-
と
z

ぞ
れ
が
・
叶
一
代
を
お
え
る
方

法
で
は
な
い
だ
ろ
・
フ
か
。

主
人
自
ら
も
、
自
分
の
も
っ
て
い
る
知
泌

と
経
験
、
川
mm広
を
使
っ
て
、
自
分
た
ち
の
干

に
よ
る
紡
し
い
文
化
を
つ
〈
る
こ
と
を
め
ざ

し
た
い
。
そ
し
て
、
他
の
叶
一代
を
猿
引
す
る

よ
う
な

ε人
文
化
を
生
み
川
し
て
こ
そ
、

ε

人
の
れ
す
一も
本
物
と
れ
怯
る
だ
ろ
う
。

(
談
}

老人「問廼」を
1解

決
す
る

は

東
京
工
業
大
学
エ
学
部
助
教
授

精
爪
大
三
郎

1992年10月発行

H
卯

t過
ご
せ
る
。

人
知
の
H
K
い
凶
出
火
で
は
.
年
を
と
る
こ
と

そ
川
制
す
る
在
人
仰
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

む
し
ろ
.

h
H

川
品
川
で
あ
る
こ
と
に
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
も
ち

.ε
人
"
川
川
?
な
ど
と
い

う
も
の
を
与
え
て
し
ま
-フ
別
世
代
社
会
の
は
・
ヲ

が
刷
刊
妹
だ
と
い
え
よ
う
。

で
は
‘
な
ぜ
近
代
社
会
は
、

ε人
に
対
し

て
い
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
に
〈
い
の
か
。
ひ

と
つ
は
、
人
日
桃
成
a

打
打
・
中
年
が
多
数

hv
下
H
め
る
川
世
代
の
年
併
は
仙
成
で
は
・
そ
の
年

代
ル
』
小
心
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
成
り
立
っ

て
い
る
た
め
、

ε人
は
片
隅
に
追
い
や
ら
れ

て
き
た
。
お
さ
ば
か
り
が
代
美
さ
れ
‘
主
人

の
実
像
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
ど
縦
も
ま

じ
め
に
与
え
な
か
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
内
山
は
、
近
代
社
会
が
む

打
に
有
利
な
社
会
で
あ
る
た
め
。

明
治
以
前
の
伝
統
紅
会
で
は
、
武
家
も
州
民

家

'um独
仰
い
判
制
だ
っ
た
。
H

封
切
が
一
車
を
紋

ぐ
わ
り
だ
，
か
、
そ
れ
は
生
き
て
い
く
た
め
に

必
波
な
，

U
術
・
ゃ
、
山
車
や
伐
地
と
い
っ
た

骨川川川町
ω

伝
子
に
人
れ
る
こ
と
に
は
か
な
ら
な

に
そ
こ
で
は

ε人
・
と
く
に
斜
ぞ
敏
い
大

切
に
す
る
こ
と
が
、
品
比
九
五
辺
一
位
の

一
郎
と
し

若
者
に
有
利
な
近
代
社
会

••• 
日
本
の
肌
H
却
に
は
、
よ
〈
、
い
い
お
爺
さ

ん
と
恐
い
お
爺
さ
ん
が
月
比
場
す
る
。
『
コ
プ
取

り
爺
さ
ん
L

や、

『花
咲
か
爺
さ
ん
a
h

が
そ
う

で
す
。
善
玉
と
悪
玉
の
n
i
州
場
人
物
の
対
比
で

物
語
が
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
.
こ

う
い
っ
た
背
活
を
中
間
人
に
ぶ
し
て
聞
か
せ

る
と
、
ポ
カ
ン
と
す
る
ば
か
り
で
訴
の
前
鋭

か
ら
礎
解
さ
れ
な
い
。
郎
教
の
彩
粋
が
強
か

っ
た
中
国
で
は
、

-e老人
に
一忠
人
は
い
な
い
・
幽

と
い
う
の
が
た
て
ま
え
だ
か
ら
。
人
川
は
.

年
ぞ
と
る
ご
と
に
完
成
さ
れ
て
い
く
・
』
と
に

な
っ
て
い
Z
の
で
、
古
川
附
朽
を
敏
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
社
会
の
ル
ー
ル
な

の
で
す
。
本
米
、
技
術
の
変
化
が
少
な
い
伝
統
社
会

で
は
、
い
ち
ば
ん
知
識
を
も
ち
判
断
力
が
あ

る
の
は
老
人
で
あ
る
。
仕
恨
の
而
で
も
、
経

験
に
よ
っ
て
助
を
府
主
-
H
U
術
を
身
に
つ
け

て
い
〈
わ
け
だ
か
ら
、
年
を
と
る
こ
と
は
怖

〈
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
長
い
人
生
を
生
き

て
き
た
自
信
を
備
え
、
ま
わ
り
か
ら
も
倣
わ

れ
る
の
が
老
年
則
な
の
だ
か
ら
・
た
と
え
体

力
は
い
訣
・
λ
て
も
元
気
で
さ
え
あ
れ
ば
な
れ
軒
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若
者
世
代
を
牽
引
す
る

老
人
文
化
の
創
造
を

••• 1

し
か
し
、
い
〈
ら
北
口
は
よ
か
っ
た
と
い
っ
.
J

て
も
、
ま
た
ぞ
ろ
明
治
時
代
以
前
の
伝
統
社

会
に
一似
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

t
H
と
は
述
う

叫
刊
し
い
仕
組
み
|
|
卓
也
人
の
生
活
の
喜
び
、

裂
し
み
を
M
M
K
m
的
に
見
出
す
・
』
と
の
で
き
る

仕
組
み
を
新
し
く
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、
問
定
観
念
を
品
川
て
る
こ

と
。
在
人
は
保
泌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
-

M
が
悶
〈
て
付
き
合
い
づ
-h
い
・
な

E
と
い

っ
た
十
把
一
絡
げ
の
決
め
つ
け
を
な
〈
す
こ

..f 
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付
く
べ
き
な
の
だ
。
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がが民ダ。な賢と国治、と家のいな ら 一一一一一-一-一一-一一 一 一一 一 一 ④いがが

か主ロて がて新行
るけ義ギは政問、闘し
。れ '---1 い治違政も
かどとでけにつ治、国
かもよあな金てにこ民
つやぷるいはい金うに
てはこ。|かるをい強
止りとこ|か、かうく
た政にれとらとけやア
り拾しそれな 寄 るりピ
，iij によ「はいき他方 l
ではう市、し立のがル
あ金。川イ、て政正し
るが 日デかた治した
。か 技オけ。家く

実斤

市
川
房
枝
さ
ん
と
い
う
人
が
い
た
。

金
の
か
か
ら
な
い
「
型
組
選
挙
」
を
実

秘
川
い
や
ブ
レ
ー
ン

な
と
専
従
ス
タ
ッ

フ
の
人
件
円
以
や
通

官

i
平

t

wHthvH川
門
J

f
h
w
L
TJ-d
x
一μh
f
u

科
白
だ
け
で
も
年

間
数
低
円
。
こ
う

い
う
白
用
を
誰

(
だ
れ
)
が
ど
う
負
担
す
べ
を
か
を
議

論
す
べ
き
な
の
に
、
金
を
か
け
な
い
の

が
い
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
市

川
即
位
さ
ん
み
た
い
に
、
理
畑
山
選
挙
そ

掲
げ
て
当
選
で
き
る
ひ
と
は
い
い
。
し

一-5

と
ら
わ
れ
て
い
る
限
り
、
日
本
の
民
主

主
義
は
そ
れ
以
上
前
へ
進
め
な
い
。

発
担
を
辺
一相
さ
せ
よ
う
。
政
治
に
は

金
が
か
か
る
と
と
を
、
ま
ず
前
提
に
す

る
。
そ
し
て
、
正
し
く
政
治
資
金
を
集

め
ら
れ
る
政
党
を
育
て
よ
う
。
そ
れ
に

は
、
い
ま
の
自
民
党
と
反
対
の
政
党
そ

と
し
ら
え
る
の
が
い
い
。

自
民
党
の
国
会
議
員
は
当
選
を
目
指

し
て
、
個
人
後
援
会
を
作
っ
て
い
る
。

Eヨ

「
党
員
チ
ケ
ッ
ト
」
買
い

自
分
た
ち
で
候
補
者
選
出

王室用

大三郎

東工大助教授

(社会学)

水曜日

橋爪

1992年(平成4年)1 1月11日

は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う

一
九
四
八
年
、
神
奈
川
県
生
ま

れ
。
東
大
大
学
院
博
士
課
程
修

了
。
八
九
年
か
ら
現
職
。
著
書
に

『
は
じ
め
て
の
構
造
主
義
』
『
民

主
主
義
は
最
高
の
政
治
制
度
で
あ

る
』
な
ど
。

筑If.ti'f房

か
し
、
す
べ
て
の
政
治
家
に
そ
れ
を
押

し
つ
け
る
の
は
非
現
実
的
た
し
、
無
責

任
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
当
然
、
公
認
さ
れ
な
か
っ

た
政
治
資
金
は
地
下
に
も
ぐ
る
。
禁
酒

法
が
ギ
ャ
ン
グ
を
は
び
こ
ら
せ
た
み
た

い
に
、
政
治
資
金
規
正
法
が
腐
敗
に
手

そ
貸
し
て
い
る
の
が
、
皮
肉
な
日
本
の

現
状
な
の
で
あ
る
。
市
川
房
枝
主
義
に

橋
爪
大
三
郎

1

山
本
じ
平
『
現
人
神
の
川
品
川
名
た
ち
」

2

ハ
ツ
ラ
1
7
「
イ
ス
ラ
ム
の
法
」

3
橋
爪
大
三
郎
「
け
け
険
と
し
て
の
社
会
科
苧
」

4
宮
崎
市
定
「
論
法
の
析
研
究
」

5
ヴ
ィ
ト
ゲ
Y

シ
ュ
タ
イ
ン
「
論
恕
官
学
論
考
』

島
田
俗
巳

l

マ

F
7
ア
ー
ラ
ン
ド
「
神
々
の
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ソ

2
m制
学
会
教
争
印
刷
「
折
伏
教
山
川
ハ」

3
ね
谷
と
み
「

Mω
・
新
し
き
村
」

4
柳
川
市
U

一
「
然
と
俄
礼
の
宗
教
や
」

5
八
防
災
雌
「
中
山
み
さ
研
究
/

l
ト」

1992年6月l日発行

思
索
の
恨
本
を
か
た
ち
づ
く
る
。
そ
れ
・
か
宗
教
で

あ
り
、
哲
学
で
あ
る
。
だ
が
古
典
と
し
て
読
み
つ
が

れ
る
そ
れ
ら
は
、
一
般
人
に
と
っ
て
、
言
語
の
壁
、

時
代
の
壁
に
阻
ま
れ
て
し
ば
し
ば
近
づ
き
に
く
い
。

造
本
や
定
価
の
而
で
、
ま
た
噂
門
家
が
細
心
の
解
説

を
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
同
時
代
の
多
く
の

人
び
と
に
手
の
周
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

文
化
な
の
だ
と
思
う
。(
東
京
工
抜
大
学
助
教
師
目
・
社
会
学
)

今
、
大
学
の
教
師
の
悩
み
は
、
学
生
に
読
ま
せ
た

い
と
思
う
本
・
か
仲
々
手
に
入
り
に
く
い
と
こ
ろ
に
あ

る
。
特
に
宗
教
関
係
の
汚
物
は
、
刊
行
さ
れ
た
部
数

も
少
な
く
、
絶
版
に
な
り
や
す
い
。
あ
る
い
は
、
方

針
が
変
わ
っ
て
消
え
て
し
ま
う
も
の
や
、
自
白
山
山
版

的
な
も
の
な
ど
、
学
者
の
論
よ
り
も
生
の
戸
が
聞
こ

え
る
も
の
.
か
い
い
。

(
日
本
女
子
大
学
助
教
授
・
宗
教
学
)

nud 
nu
・
口ぢ
F
「
υ

F
h
d
 

nソ
b巻辺

国
官
J

R
刀
n
n
u
 
年ηノ'unuu 

ま
4

p
ζ

、-
ち一「

一
ア
ン
ケ
ー
ト

創
刊

ち
く
ま
学
芸
文
庫

私
カま

『
ち
く
ま
学
芸
文
庫
』

こ
れ
を
維
持
す
る
の
は
葉
大
(
ば
く
だ

い
)
な
金
が
か
か
る
。
派
閥
の
ボ
ス

は
、
こ
の
金
そ
派
内
の
国
会
議
員
に
回

っ
て
、
勢
力
を
保
持
し
て
い
る
。
た
だ

し
彼
ら
も
、
自
分
の
尉
布
は
空
な
の

で
、
業
界
や
圧
力
団
体
か
ら
の
政
治
献

金
広
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
に
は

相
当
怪
し
げ
な
金
も
混
じ
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
上
か
ら
下
へ
と
金
が
流
れ

山
折
哲
雄

l

服
部
之
総
「

mm川ノ
l
ト
」
上
・
下

2
川
円
相
川
次
郎
「
徳
川
川
代
の
兵
術
と
れ
A
U
」

九
州
一
郎
「
泌
・
早
川
川
山
」

4
w
γ
対
抗
叫
「
苅
社
と
社
会
の
関
係
」

5
巳

-
H
・
エ
リ

F
Y
γ

「ガ

γ
デ
ィ

l
の
真
髄
」

「
ル
タ
l
」

ー
は
戦
後
の
観
照
研
究
の
出
発
点
と
な
る
名
者
。

2
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
視
点
で
日
本
近
世
を
見
直

し
た
著
者
の
最
も
本
的
制
的
な
も
の
。

3
柳
凶
民
俗
学

を
組
え
よ
う
と
し
た
雨
期
的
試
み
。

4
は
日
本
中
世

な
鋭
い
実
証
史
学
の
方
法
に
よ
り
分
析
し
た
も
の
。

5
は
庇
史
心
理
円
子
の
す
ぐ
れ
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で

あ
り
、
前
者
は
中
年
期
、
後
者
は
行
年
期
の
精
神
の

、-

危
機
を
倣
っ
た
も
の
。

(
凶
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
段
・
宗
教
思
想
)

に
期
待
し
た
い
本

9 

(
到
着
順
)

る
の
が
自
民
党
だ
。

こ
の
金
の
流
れ
の
向
き
を
反
対
応
し

よ
う
。
選
挙
区
の
有
権
者
が
、
必
要
な

資
金
宇
佐
政
治
家
に
提
供
す
る
。
そ
う
す

れ
ば
、
派
閥
な
ん
か
な
く
て
す
む
し
、
業

界
と
の
癒
活
も
断
ち
切
れ
る
は
ず
だ
。

問
題
は
、
ど
う
や
っ
て
有
椛
者
の
川

布
を
聞
か
せ
る
か
。
私
は
た
持
μ
チ
ケ

ッ
ト
制
」
が
い
い
と
川
ゅ
う
。
ア
メ
リ
カ

の
予
例
選
挙
や
党
口
集
会
を
、
日
本
流

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
だ
。

社
会
党
は
ず
っ
と
前
か
ら
、
党
間
以
百

万
人
計
画
を
掲
げ
て
い
る
が
、
ち
っ
と

も
党
員
は
増
え
な
か
っ
た
。
金
が
足
り

な
い
か
ら
党
員
に
な
れ
、
た
だ
し
政
策

も
候
補
者
も
党
で
決
め
る
ー
ー
こ
れ
で

は
誰
が
入
党
す
る
だ
ろ
う
。
「
円
持
以
チ

ケ
ッ
ト
制
」
は
そ
れ
と
追
っ
て
、
入
場

券
(
チ
ケ
ッ
ト
)
そ
買
っ
て
公
民
館
か

体
育
館
広
集
ま
り
、
そ
こ
で
候
補
者
の

予
備
選
挙
を
す
る
。
村
や
町
か
ら
だ
ん

だ
ん
勝
ち
あ
が
っ
て
、
最
後
に
選
挙
区

の
公
認
候
柿
を
決
め
る
、
と
い
う
や
り

方
だ
。
自
分
た
ち
で
政
策
も
候
補
者
も

選
べ
る
か
ら
、

ζ
れ
は
面
白
い
。
チ
ケ

ッ
ト
を
買
っ
て
入
場
す
れ
ば
、
そ
の
日

は
誰
で
も
「
党
員
」
。
こ
れ
な
ら
ほ
抗

感
は
な
い
。
集
会
を
通
じ
て
政
策
論
争

が
で
き
る
し
、
政
治
資
金
も
集
ま
る
う

ぇ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ま
で
出
来
て
し
ま
う
。

.. 

こ
う
い
う
政
党
を
新
レ
く
作
れ
ば
い
一

い
の
だ
が
、
老
制
(
し
に
せ
)
の
社
会
党
一

の
看
板
を
借
り
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。
一

社
会
党
は
日
米
安
保
や
自
衛
隊
を
め

ぐ
っ
て
、
不
毛
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争

広
明
け
諒
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
さ
っ
さ
一

と
や
め
、
ど
う
い
う
政
策
を
と
る
か
は

有
権
者
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
す

る
。
そ
う
や
っ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題

が
片
付
け
ば
、
他
の
野
党
と
も
協
力
が

可
能
に
な
る
。
公
明
党
や
其
産
党
の
支

持
白
も
チ
ケ
ッ
ト
を
日
っ
て
予
川
選
併

に
参
加
、
日
分
た
ち
の
悦
削
t
n
J
七
社
会

党
で
公
判
川
セ
与
れ
ば
い
い
。

社
会
党
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
あ
れ
新
川
け
ん

で
あ
れ
、
こ
の
や
り
万
が
う
ま
く
い
け

ば
、
川
凶
党
の
山
川
マ
シ
ン
に
十
分
対

抗
で
き
る
だ
ろ
う
。
小
選
苧
ぱ
制
だ
ろ

う
と
自
民
党
広
勝
て
る
、
新
し
い
政
榔

政
党
が
つ
く
れ
る
は
ず
だ
。

民
主
主
義
に
即
刻
裂
は
な
い
。
あ
せ

ら
ず
、
あ
き
ら
め
ず
育
て
て
い
く
し
か

な
い
。
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
制
度
改
革
の

き
っ
か
け
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

(
お
わ
り
)
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学
会
大
会
の
聞
か
れ
た
一
九
九
一
年
十
一
月
は
、
ち
ょ
う
ど
ソ
連
邦

が
正
式
に
そ
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
る
直
前
だ
っ
た
。
そ
の
年
の
八
月
に

モ
ス
ク
ワ
で
保
守
派
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
に
屈
し
な
か
っ
た

エ
リ
ツ
ィ
ン
の
ロ
シ
ア
共
和
国
が
民
衆
の
信
任
を
獲
得
し
た
。
あ
べ
こ

べ
に
、
共
産
主
義
の
幻
想
は
最
後
の
止
め
を
さ
さ
れ
た
。
「
所
有
論
」

を
テ

l
マ
と
す
る
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
そ
う
い
っ
た
重
苦
し
く
、

先
行
き
の
不
透
明
な
時
期
に
準
備
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
て
、
岩
倉
・
水
林
両
氏
の
報
告
は
、
大
枠
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を

下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
で
所
有
を
論
ず
る
場

合
の
定
石
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
今
回
は
そ
の
た
め
か
え
っ
て
注
目
を

集
め
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
崩
壊
を
語
る
こ
と
が
容
易
と
な
っ
た
こ
の

時
期
に
、
そ
れ
は
果
敢
な
試
み
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

岩倉・水林報告へのコメント(橋爪大三郎)

* 

最
初
に
こ
の
問
題
に
対
す
る
私
の
見
解
を
の
べ
、

対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
の
べ
た
い
。

資
本
主
義
経
済
の
も
と
で
、
資
本
は
、
組
織
(
企
業
)
つ
ぎ
に
両
報
告
に

と
し
て
存
在 隆史… 77自己所有権とエンタイトルメント・………...・H ・..…一川本
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す
る
。
そ
の
実
態
は
、
人
的
配
置
/
物
的
配
置
の
複
合
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
、
労
働
市
場
/
資
本
市
場
(
+
土
地
市
場
)
を
通
じ
て
調
達
さ
れ

る
。
資
本
主
義
経
済
の
特
徴
は
、
資
本
が
信
用
と
い
う
形
態
を
と
り
、

か
つ
て
な
い
ほ
ど
す
み
や
か
に
市
場
全
域
に
わ
た
る
人
的
配
置
/
物
的

配
置
の
再
編
を
行
な
い
う
る
こ
と
だ
。
こ
の
点
で
、
資
本
主
義
経
済
の

市
場
は
、
そ
れ
以
前
の
市
場
経
済
と
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
資
本
主
義
経
済
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
、
社
会
主
義
経
済
が

対
置
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
体
制
が
世
界
の
覇
を
争
っ
た
「
冷
戦
」
が
、

こ
の
半
世
紀
だ
っ
た
。

二
つ
の
体
制
は
、
生
産
要
素
(
資
本
・
土
地
)
の
私
的
所
有
/
社
会
的

所
有
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
。
前
者
は
、
各
経
済
主
体
の
自
由
競
争
を
積

極
的
に
位
置
づ
け
る
「
分
権
的
決
定
」
の
経
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
個
々

の
経
済
主
体
(
企
業
)
は
、
い
わ
ば
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
参
加
す
る
ル

l
ル

と
し
て
、
利
潤
追
求
を
目
的
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
後
者
は
、
計
画

経
済
の
秩
序
と
公
正
さ
、
人
間
学
的
な
優
位
(
疎
外
の
克
服
)
を
掲
げ
た
。

こ
の
二
つ
の
体
制
の
是
非
は
こ
れ
ま
で
、
ど
ち
ら
が
効
率
的
か
と
か
、

正
当
か
と
か
い
っ
た
言
い
方
で
語
ら
れ
て
き
た
。
で
は
こ
れ
を
、
所
有

論
の
タ

l
ム
で
ど
こ
ま
で
問
題
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
両
報
告
で

は
、
そ
こ
が

b
か
り
に
く
い
。

*
 

， 

ま
ず
、
岩
倉
報
告
に
対
し
て
。

最
初
の
疑
問
は
、
氏
が
マ
ル
ク
ス
の
所
有
論
が
正
し
い

有
効
で
あ
る
)
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
?

東
欧
・
ソ
連
の
崩
壊
を
、
社
会
主
義
経
済
体
制
の
非
現
実
性
が
証
明

(
も
し
く
は

l 
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さ
れ
た
、
と
人
び
と
は
受
け
と
め
た
。
そ
れ
な
ら
、
そ
れ
は
ス
タ
ー
リ
ン

の
失
敗
な
の
か
。
レ

l
ニ
ン
に
責
任
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
そ
も
そ

も
マ
ル
ク
ス
が
間
違
っ
て
い
た
の
か
。
こ
の
疑
問
に
解
答
を
与
え
な
い

で
、
単
に
マ
ル
ク
ス
を
解
釈
し
て
も
、
時
代
の
課
題
に
は
応
え
ら
れ
な
い
。

第
二
の
疑
問
は
、
「
労
働
が
価
値
を
生
む
、
ゆ
え
に
、
労
働
者
が
す

べ
て
を
所
有
す
る
の
が
正
し
い
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
の
テ

l
ゼ
は

正
し
い
の
か
。

1

1

以
上
が
、
岩
倉
報
告
を
聞
い
て
、
ど
う
し
て
も
知

り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

今
回
読
み
直
し
て
み
て
、
や
は
り
わ
か
り
に
く
い
の
は
、
《
広
義
の

規
範
的
な
議
論
の
土
俵
で
こ
そ
、
所
有
問
題
は
論
じ
ゐ
つ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
》
と
い
う
論
文
の
結
論
に
い
た
る
道
筋
で
あ
る
。
氏
の
整
理
に

よ
る
と
、
初
期
の
マ
ル
ク
ス
は
《
疎
外
さ
れ
ざ
る
本
来
の
人
間
的
本
質

:
を
準
拠
点
と
し
て
私
的
所
有
批
判
を
行
な
っ
て
い
〉
た
の
に
、
後

期
で
は
〈
社
会
的
生
産
の
共
同
的
編
成
:
:
:
を
規
制
す
る
:
:
:
規
範
的

な
制
度
を
め
ぐ
る
問
題
が
・
・
:
・
・
少
な
く
と
も
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
。
〉
簡
単
に
言
う
と
マ
ル
ク
ス
は
、
生
産
手
段
を
誰
に
ど
う

所
有
さ
せ
た
ら
い
い
の
か
よ
く
考
え
て
お
ら
ず
、
仕
事
を
や
り
残
し
た

と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
議
論
で
き
な
い
の
は
ハ

l
パ
マ
ス
も
同

じ
だ
、
と
岩
倉
氏
は
言
い
た
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
な
ら
議
論
の
す
ま
な

い
う
ち
に
「
私
有
財
産
の
否
定
」
を
打
ち
出
し
た
マ
ル
ク
ス
の
責
任
は

ど
う
な
る
の
か
。

* 
水
林
報
告
に
対
し
て
。

水
休
眠
告
刀
後
半
、
持
に
株
式
の
相
互
持
合
い
な
ど
に
も
と
づ
く

つ
ぎ
』
に
、

岩倉・水休報告へのコメン卜(僑爪大三郎)

形
態
か
ら
の
逸
脱
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

水
林
報
告
に
い
う
「
会
社
主
義
」
は
そ
も
そ
も
、
日
本
資
本
主
義
の

あ
り
方
を
、
普
遍
的
な
要
素
(
論
理
的
前
提
)
で
あ
る
資
本
主
義
と
特

殊
な
要
素
(
歴
史
的
前
提
)
と
の
複
合
と
し
て
、
分
析
的
に
捉
え
よ
う

と
い
う
提
案
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
り
多
い
プ
ラ
ン
だ
と
思
う
。
け
れ
ど

も
こ
れ
だ
け
で
は
、
マ
ル
ク
ス
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
定
式
に
よ
る
資

本
主
義
の
概
念
も
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
独
自
の
文
化
的
な
背
景
を
含
ん

で
い
る
事
情
を
小
さ
く
見
積
り
す
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。
家
↓
会
社
主
義

と
い
う
日
本
的
な
系
譜
が
そ
れ
ほ
ど
注
目
す
べ
き
な
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
化
的
基
盤
↓
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
)
資
本
主
義
の
系
譜
に
も
、
同
様

な
注
意
が
払
わ
れ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
日
本
の
会
社
主
義
を
、
H

あ
る

べ
き
資
本
主
義
u

か
ら
の
偏
差
に
お
い
て
(
だ
け
)
計
測
す
る
こ
と
は
、

バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
の
で
は
な
い
か
。

ー
ー
ー
と
い
う
よ
う
な
疑
問
を
覚
え
た
も
の
の
、
結
び
に
あ
る
《
次
の

課
題
は
、
近
世
か
ら
現
代
ま
で
の
日
本
の
歴
史
を
、
日
本
型
の
経
営
体

お
よ
び
日
本
型
の
経
営
ラ
イ
ト
ゥ
ル
ギ

l
国
家
の
変
遷
史
と
し
て
具
体

的
に
跡
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
》
と
の
件
に
、
意
を
強
く
し
た
。
こ
う
し

た
仕
事
は
、
「
成
功
」
し
た
資
本
主
義
国
・
日
本
の
自
己
理
解
に
と
っ

て
必
須
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア

N
I
E
S
や
中
国
の
今
後
を

考
え
る
う
え
で
も
有
益
な
示
唆
を
も
た
ら
す
は
ず
だ
。

* 

さ
て
、
両
氏
の
報
告
は
、

注
目
す
る
も
の
だ
っ
た
。

所
有
と
い
う
基
本
的
な
事
象
と
、
資
本
主
義
と
い
う
複
合
的
な
事
象

ど
ち
ら
も
資
本
主
義
の
現
代
的
な
様
相
に

「
会
社
主
義
」
の
議
論
は
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
。
日
米
構
造
協
議

は
リ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ニ
ス
卜
(
日
本
見
直
し
論
者
)
の
主
張
を
で
敷
き
に
進

め
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
う
い
う
折
り
か
ら
、
日
本
の
学
者
に
よ

る
日
本
社
会
の
再
点
検
が
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
で
進
ん
で
い
る
こ
と

は
喜
ば
し
い
。

前
半
も
明
快
で
、
興
味
ぶ
か
く
聞
い
た
が
、
二
つ
の
疑
問
を
抱
い
た
。

ひ
と
つ
は
、
近
代
的
所
有
や
そ
れ
に
続
く
資
本
主
義
的
所
有
を
、
本

源
的
所
有
か
ら
の
否
定
・
分
解
・
逸
脱
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
歴
史
上
、
い
つ
く
も
の
所
有
制

度
が
区
別
で
き
、
そ
れ
ら
が
ゆ
る
や
か
な
発
展
・
変
形
を
通
じ
て
変
遷

し
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
や
す
い
。
そ
し
て
近
代
的
所
有
が
、
先
行
す

る
共
同
体
的
所
有
を
否
定
す
る
関
係
に
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
共
同
体
的
所
有
を
「
本
源
的
」
(
本
来
あ
る
べ
き
、

と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
)
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

近
代
的
所
有
・
資
本
主
義
的
所
有
を
、
歴
史
的
で
可
変
な
も
の
と
考

え
る
た
め
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
議
論
を
組
み
立
て
る
や
り
方
も
あ
る
。

ま
ず
、
所
有
と
い
う
現
象
を
、
一
般
的
(
没
歴
史
的
)
に
考
察
す
る
。
こ

れ
は
い
わ
ば
、
所
有
と
い
う
ゲ

l
ム
の
ル

l
ル
(
な
い
し
文
法
)
の
記
述

に
あ
た
る
。
つ
ぎ
に
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
定
石
(
な
い
し
イ
デ
ィ
オ
ム
)
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
有
制
度
の
具
体
像
を
考
察
し
て

い
く
。
こ
う
す
れ
ば
、
特
定
の
歴
史
段
階
を
「
本
源
的
」
と
考
え
る
必
要
も

な
い
う
え
に
、
制
度
の
比
較
分
析
も
同
じ
よ
う
に
実
行
可
能
で
あ
ろ
う
。

も
う
ひ
と
つ
の
疑
問
は
、
い
ま
の
べ
た
点
と
関
係
す
る
が
、
日
本
社
会

に
お
け
る
資
本
の
あ
り
方
を
、
ど
う
し
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
的
な
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と
の
聞
に
は
、
小
さ
く
な
い
溝
が
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
所
有
↓
商
品

↓
貨
幣
↓
資
本
↓
資
本
家
的
生
産
様
式
(
賃
労
働
)
と
い
う
展
開
を
明

断
に
描
い
た
。
こ
れ
が
今
日
で
も
、
資
本
主
義
を
概
念
的
に
把
握
す
る

場
合
の
常
套
で
あ
る
。
問
題
は
所
有
の
概
念
が
、
マ
ル
ク
ス
の
想
定
し

た
よ
う
に
、
資
本
主
義
の
す
べ
て
の
様
相
を
描
き
出
す
の
に
十
分
な
の

か
ど
う
か
で
あ
る
。

所
有
は
、
人
(
主
体
)
|
物
(
客
体
)
の
間
の
ザ
ッ
ハ
リ
ッ
ヒ
な
関

係
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
人
間
を
焦
点
と
し
た
局
所
的
な
社
会
関
係

だ
。
た
し
か
に
資
本
主
義
は
、
所
有
の
面
で
特
徴
的
な
形
態
(
労
働
力

商
品
や
株
式
の
所
有
)
を
そ
な
え
て
い
る
。
し
か
し
資
本
主
義
そ
の
も

の
は
、
そ
う
し
た
所
有
関
係
が
集
合
し
複
合
す
る
と
こ
ろ
か
ら
創
発
す

る
独
特
な
現
象
な
の
で
あ
る
。

水
林
報
告
に
い
う
「
会
社
主
義
」
は
、
主
体
|
客
体
と
い
う
所
有
の

原
則
的
な
関
係
を
離
れ
た
、
共
同
社
会
の
伝
統
の
こ
と
。
資
本
主
義
企

業
が
そ
の
所
有
制
度
の
枠
内
で
、
も
と
も
と
の
原
則
の
一
部
を
解
除
し
、

よ
り
「
機
能
的
」
に
行
動
す
る
可
能
性
を
示
し
た
も
の
だ
。
裏
返
せ
ば

こ
れ
は
、
資
本
主
義
を
「
所
有
」
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
の
限
界
を
示

す
と
も
言
た
る
。

か
つ
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
よ
う
に
、
資
本
主
義
を
所
有
制
度
の
レ

ヴ
ェ
ル
で
批
判
す
る
だ
け
で
~
資
本
主
義
に
代
わ
る
経
済
の
運
営
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
代
案
を
示
さ
な
い
と
す
れ
ば
、
計
画
型
の
「
社
会
主
義
」
を

帰
結
す
る
ほ
か
な
い
。
こ
の
崩
壊
を
、
わ
れ
わ
れ
は
目
撃
し
た
は
ず
で

あ
る
。
両
報
告
か
ら
私
が
え
た
教
訓
は
、
資
本
主
義
は
所
有
に
よ
っ
て

十
分
論
じ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
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